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第一章












　厄日、だ。

　もしも、今日が人生最悪の日でなかったら、もうこの先生きていける気がしない。……そう思ってしまうほどの、とんでもない、最悪の日だった。

　いや、他の人から見たら至極どうでもいいコトばかりだったかもしれないけれど、それでも、俺にとってはどうしようもないほどの――そして、これからの人生を左右されてしまうほどの、大厄、そのものだった。
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「う、そ」

「いや、マジだよ。さっき、俺が直接聞いたんだし」

　そうさらっと言ってのけ、前沢まえざわはごしゅーしょーさまと付け足した。

　そのまま彼は長めの前髪をうざったそうに掻き上げて、昼時の人でごった返した食堂で食べかけのチャーシュー麺をすする。

「う、嘘だぁ」

「いや、だから……嘘じゃないんだって。お前の大好きなさらちゃんは……」

「うああああああ、もう言うな！　バカっ！」

　最悪だ。……俺の勤める広告代理店、悠久堂ゆうきゅうどうのマドンナ……中尾さら。彼女に、好きな男がいたなんて。しかもそれが……。

「まあ、でも、正直勝ち目なんかないよなー。三星みほしの王子が相手じゃどうにもならんわ」

　悠久堂のライバル会社、三星商事。

　そこには、王子と呼ばれるやり手の営業マンがいる。

（柊ひいらぎ、真聖まさたか……クソ、柊ぃい……）

　高学歴、高収入、高身長、そんでもって、その突出した営業成績から会社創設以来の最短出世をしてみせた超やり手……の上に、眉目秀麗、文武両道。エトセトラ、エトセトラ。

　立てば芍薬、座れば牡丹、歩く姿は百合の花……なんて言ったのは、俺の上司だったか。まあ、それはさすがに言い過ぎにしても、とりあえずパーフェクトな男であることは間違いない。しかも、何が腹立つってこいつが俺の同期であること。さらには、性格にさえも非の打ち所がなく、茶目っ気もたっぷり。いわゆる人たらしであること。故に、何かと俺は他社だというのに……いや、ライバル会社だからこそ比較され、苦汁をなめるどころではなく、飲まされてきていて……正直、もうこいつの名前は公私共に聞きたくないレベルだ。

　人生でこんなに人を羨むこともないというくらいに、羨み、そして同時に逆恨みしてもいた。

　そんな奴が、俺のアイドルであるさらちゃんの好きな奴だとか。

「ああ、もう……何それ、しんどい」

「うんうん、よしよししてやろーか」

「いい。触んな……はああ」

　伸びてきた前沢の手を適当にあしらって、手元のカレーライスに視線を落とす。正直、食欲は失せてしまった。

「でも、カレーライスに罪はない。やっぱ、もったいないよな……食うか」

　腹が減っては戦はできぬ、と、そう幼い頃から、おかんがよく言っていた。午後には一つコンペの結果が出るはずだ。それがもし通ったら、すぐ動かなくてはならなくなる。今のうちに、食べておこう。

　そう思いながら、がつがつとカレーライスを無心で口に運ぶ。

「……あ、そいや午後の有富士のコンペ。三星の担当って、王子じゃなかったか？」

「ぶーっ!!」

「きったな！　噴くなって、おまえっ！」

「げほごほ……それ、マジか」

「それこそ、嘘言ってどうする」

　前沢のことばに力なくうなだれ、天を仰ぐ。

「……あーあーあーあー、やったる。よし、絶対やったる」

　天を仰いだまま、口だけは威勢のいいことばを吐いてみる。すると、不思議と本当にそんな気力が湧いてくる。

　昔、野球部の顧問に言われたのだ。どんな逆境に立っていようと、絶対に心だけは折られるな、って。折られるぐらいなら、相手をへし折るぐらいの気概を持て、と。

「うん……よし、大丈夫。……さらちゃんをとられた恨み。ここで晴らさん！」

「おお、相変わらず復活早いな。それでこそ西村にしむら。よっ、体育会系バカ営業、西村！」

「バカは余計だ！」

　そうと決まれば、もう後は食って力を蓄えるのみ。目の前のカレーライスをがつがつとすごい勢いでたいらげていったのだった。
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「……今回は、ご縁がなかった、ということで」

　その一言がずどんと胸に落ちる。

「はい、かしこまりました。ですが、ぜひ……！　ぜひ、次回発注の折には私ども、悠久堂にもお声がけくださいませ。その際には今度こそ、お客様のニーズに答えられるものを、お出し致しますので！」

　できるだけ、笑顔を取り繕ってクライアントにそうまくしたてた。

　すると、年齢不詳のおばさまは困ったように微笑んで、こちらの出した手を握ってくれる。……と、同時に、飴ちゃんを一粒。

（黒糖味……）

「あなたが悪かったわけではないのよ。でも、ごめんなさいね」

「いえ、私どもの努力不足でございます！」

「……うぅん、あなたもいい子なのだけれどねぇ」

　ただ、と付け足して、彼女はぽつりとつぶやいた。王子がねぇ……と。

　……また、それか！　そう叫びたくなるのをどうにか堪え、取引先を出たのは定時のほんのすこし前だった――。

「はあ……くっそ、けっこう会心の出来だったと思うんだけどな」

　――会社に向かう足取りは重い。

「…………サボるか。今日は金曜日だし、あとちょっとで定時だし、直帰しよ」

　いろいろ言い訳しつつ、こんな日はゆっくりナイター中継でも見ようと心に決める。今日は、どこ対どこだっけ。まあ、なんでもいい。野球ならなんだって、俺は楽しめるし。

　そんなことを考えながら、藍色に染まりだした路地を駅に向けて歩きだす。そのまま電車に乗って、三十分。そこから自転車でさらに十五分。大学のときに家を決めたせいで、すこし遠いが、これはこれで気に入っている小さな俺の城だ。

　古ぼけたアパートの前に自転車を止めて、荷物を持ち上げた瞬間。

「……!?」

　ふっと、誰かに裾を引っ張られた。

「西村くん。おかえんなさい」

「あっ、ばあちゃん！　どうしたの？　もしかしてまた、煮物作りすぎた？」

「ううん、そうじゃないんだけどねぇ」

　目の前のちんまりとした老女は山中やまなかハツ。この山中荘の大家さんだ。何かと学生の頃からよくしてくれていて、俺も何くれとなく気にかけていたのだが、いったいなんの用事だろうか。

「うーん、じゃあ、電球切れた？　いいよ、俺変えるよ」

　首を傾げながら問うと、彼女は心底すまなさそうに眉を垂れさせた。

「そうじゃあないんだよ、西村くん」

　では、なんだろうか。目だけで問うと、彼女はいよいよさらに小さくなった。

「……この山中荘、壊すことになったのよぉ」

「え」

　思考がフリーズする。

「前に話したでしょ？　孫のゆきがねぇ、結婚することになったのよ」

「それでね、私ももう歳でしょ？　だから、いい加減、独居はねってなって……」

「それでね、それでね、本当に悪いのだけれど、もう週末には部屋をねって」

「え」

　再び、声が漏れる。

「しゅ、週末って、ばあちゃん!?」

「私にとって西村くんは本当にかわいくてかわいくてね、それで不憫で言えんかったのよ」

「あ、あー」

　要は、取り壊し自体は随分前から決まっていた、と。

　確かに言われてみれば、最近入居者を見ないなぁとか。ああ、なるほど。合点がいった。

「本当に、本当に、ごめんねぇ」

「だから、これ……ちょっとしかないのだけれど」

　渡されたのは少しぶ厚めの茶封筒。

「ばあちゃん、こ、これ……」

「いいのいいの。私、本当に西村くんのこと気に入っていたのよ」

「だから、元気でね？　たまには、お手紙も書いてね」

　うっすら、涙をにじませて言われたら……もう、うんって言うしかないじゃないか。

「じゃあね、またね」

　去っていく、ちんまりした背中。それを見送って、俺は手の中の茶封筒と旧、俺の城を見比べた。

「マジかよ」






　今日は紛うことなき、俺の人生最大の厄日だ。きっと、そうだ。そうでなかったら、もう立ち直れる気がしない。






　　　＊






　落ちたら、あとは上がるだけ。これ以上、下なんてないだろう。いや、あってたまるか。そう思いながら、俺は不動産屋のくれた資料を見つめていた。

「あ、これ安くていいですね」

「でも、これ……実はその……告知義務ありで」

「え？　告知義務、ですか」

　俺が小首をかしげると、スーツを着た爽やかなお兄さんががバツの悪い笑みを浮かべた。

「要は、その……早い話、事故物件……的な」

「あああああああ、それはなしですね。うん、なしです」

　俺の大事な新生活を、幽霊とスタートなんて絶対に嫌だ。

　だが、即入居可となるとやはり物件は限られてくる。どれもこれも難ありな気がして……。

「ん？」

　……と、ふと一軒の間取り図に目が止まる。

「これ、いいっすね。あれ？　でも、これ一軒家……」

「あ、シェアハウスですね。最近、若い方の間で流行っています」

「ふぅん」

　シェアハウスということばに、胸がざわめく。もしかして、とてもかわいい女の子がいたりして。それでもって、ドラマみたいに……と考えたところで、太字の注意事項を見つけてしまった。

「でも、ここは男性のみなんですよね」

「み、みたいですね。でも、なんでなんでしょう？」

「うーん、そうですねぇ。書かれていないですが……」

　お兄さんはパソコンを操って、いくつか情報をサルベージしてくれる。

「築年数は比較的古いですが、一軒家タイプでリフォーム済み。水場は……あー、一つか。でもシステムキッチン……うーん、はっきりしたことは言えませんが、たぶんこれの理由は駅からの道のりですかね」

「すごく遠いとかですか？　でも、ここ駅から徒歩十五分って……決して近くはないけど、遠くもないですよね」

「はい。でも、このへんって路地が入り組んでいるんですよ。そして、街灯も少ない、となると、犯罪を危惧してかもしれませんね」

「ああ、なるほど」

「それと、作りがただの一軒家なので男女混在で暮らすには少しプライバシーが」

「ふぅん。……まあ、わかりました」

　女の子がいないのは至極残念だけれど、そもそも俺は恋愛というものにとても疎い。自慢ではないが、小、中、高と野球に打ち込んできたせいで、男女の機微とかまったくもってわからない。だから、いっそのこと男のみのシェアハウスっていうのも悪い選択ではないのかもしれない。

　それに、少なくとも幽霊とシェアするよりは、よほどいいだろう。

（親友とかできるかもしんないし！）

「よし、俺ここにします。ここ、即入居できるんですよね？」

「え、見に行かなくていいんですか？」

「あ、いいです。っていうか、時間なくって……はは、大家さん、来週頭には取り壊すとか言っていて……本当に、近々で……というか、もう明日には引っ越したいです」

「……そ、それはそれは。わかりました。大家さんに連絡をとってみますので、しばらくお待ち下さい」

　回転椅子を半分回して、お兄さんが立ち上がる。そのまま、彼は奥へと引っ込んでいった。

「ふぅ……」

　自然とため息が漏れた。あとは、引越し業者の手配だけ。……でも、今日の明日でなんてやってくれるのだろうか。最悪は、トラックを借りて……あ、前沢たち同期や大学時代の友人に声をかけて……。

　そんな風に考えているうちに、だんだんと気分が上向いていく。

（シェアハウス。……うん、悪くないんじゃないか）

　まだ見ぬ、我が家。そして、その住人たちを思い描き、楽しい、という感情が膨れ上がってきた。

　明るさと根性だけが俺の取り柄。落ちたなら、上がるしかない。もう、コレ以上、下なんかない、ない。

　そう思いながら、お兄さんの帰還を待ちわびるのだった。
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「はー、ここか。大塚荘。……なかなかいー感じじゃん」

　あの後、連絡のついた大家は快く翌日の引っ越しを受け入れてくれた。しかも、シェアハウス故にほとんど家具や家電なんかも必要ないとのことで……なんだかんだ、俺の荷物は衣類とせんべい布団と枕だけになってしまったので、かなり身軽だった。

「よし、じゃあこれで荷物のダンボールは全部な」

「あ、はい！　先輩、ありがとうございました！」

　ミニバンに乗っけてくれた大学のときの先輩に声をかけて、頭を下げる。すると彼は手をひらつかせた。

「これは一つ、貸し。いい女がいたら、誰か紹介してくれよな」

「あははっ！　そんなのいたら、俺が紹介してほしいっす！」

「ああ？　いや、そりゃ無理だ」

「んじゃあ、期待しないで待っててください」

「へいへい。じゃあな」

　去っていく車を見送った後、新、我が家に改めて目を向ける。

　ごく、普通の一軒家だ。特別古ぼけた感じもなく、かといって、新しいわけでもない。普通の、木造の一軒家。敢えて、特徴を言うのなら、玄関ドアになぞのパッチワーク付きのリースがかかっていることくらいだろうか。

（……そろそろ、クリスマスってわけでもないのにな）

　大家の年齢や、性別は聞いていないが、もしかしたらまた老婆なのかもしれない。いわゆるおかんアートが趣味のたぐいの人物なのかも、と思うと、前のばあちゃんと同じく仲良くなれるかもしれないと思ってしまう。

（確か、大塚おおつか夏生なつきさん。……うーん、まあひとまず女性っぽいよな）

　扉を前にして、ふぅっと大きく息を吐いた。そして、肺いっぱいに新しい空気を取り込んでいく。

（ここから、俺の新たな生活がスタートするんだ）

「よし。……すみません、今日からお世話になる、西村です」

　インターフォンを押しながら、そう声をかける。

　すると、間髪入れずに勢いよく扉が開いて……。

「あらあら、いらっしゃーい！　あなたが侑李ゆうりくんね！　シークレットローズガーデンへ、よ・う・こ・そ☆　んふっ」

「へあ……!?　は、はぁ……よろしく、お願いします？」

　飛び出してきたのは、俺の想像の斜め上を行く元気な……おねえ、いや、たぶんおにいさん、だった。年齢どころか、性別まで不詳の生き物が出てくるとはさすがに思ってもみなかった。

「あ、あの、俺……」

「あたし、大塚夏生。不動産屋さんから名前くらいは聞いているでしょう？」

「あっ、大家さん!?」

「そうそう。よろしくねー」

「あ、ああ……よ、よろしくお願いします。あの、えっと、あー……？」

　間抜けな声をあげながら、出された手を握る。そのままぶんぶんと繋いだ手を振り回されていると、突然今度はにぎにぎと力をこめられた。

「ひゃ!?」

「あら、ごめんなさい。けっこう分厚い、いーい手をしているもんだから。うふふ。もしかして、何か運動でもしていたのかしらぁ」

「あ、野球をって……ちがっ、い、いえ……っ！　あの、それで、俺の部屋は……」

　怪しげな視線から逃げようと、慌てて話の先を変えてみる。すると、夏生は長い髪を掻き上げながら、ぽんっと手を打った。

「そうそう。そうなのよ。あのね、侑李くんのお部屋、今お掃除中なのよね」

　ほら、と言いながら、玄関では何だから、と夏生が手招いてくれる。それに従って、俺は大塚荘へと足を踏み入れた。

「お邪魔しまーす」

「はい、どうぞー」

　玄関はすっきりと片付いていた。男ばかりが暮らしていると聞いていたから、やはりごちゃごちゃと汚れているのではと思っていたのだが、そんなことはないらしい。玄関の棚の上には真っ白な百合の花が花瓶に活けられており、芳香剤などとは違う、甘いナチュラルな良い香りを漂わせていた。

「綺麗ですね、すごく」

「あら、嬉しいわ。あたしが毎日丹精込めて掃除をしているのよ」

「へえ……！　さすが、大家さんっすね」

「んふふ。みんなが侑李くんみたいに褒めてくれる子ばっかりならいいのにぃ。あ、そう、それでね、さっき言った通り、今あなたのお部屋お片付け中なのよ。お電話で伝えたとおり、前の子の私物がまだ少しあるのよね。まあ、でも、ベッドとかタンスとか、そういうの侑李くん、そのまま使いたいのよね？」

「あ、そうです。俺の家、ほんっとなんもなかったんで。畳に布団敷いてたし、ベッドとかもらえるなら、本当に嬉しいんで」

「うんうん、そう聞いていたからね、今店子くんに頼んで綺麗にしているの。だから、ちょっとリビングで待っていてちょうだい」

「ありがとうございます。んじゃあ、そうさせてもらいます」

　案内されたリビングには、茶色い大きめのテーブルがある。椅子は全部で六脚。そういえば、ここの部屋数も六部屋だったはずだ。

「別にねえ、まかないってわけじゃないんだけど。あたし料理が趣味でね、たまにみんなをご招待して食べることがあるのよね。侑李くんって、人の作った料理ダメ、とか、好き嫌いとかある子？」

「いえ、ないっす。なんでも食べますし、人の手料理とかすごい好きです。前まで住んでたアパートの大家のおばあちゃんが、たまに作りすぎた煮物とか持ってきてくれてたんすけど、ありがたく食べてました」

「あら。じゃあ、和食もオッケーってことね。うふふ、作りがいがあるわ」

　最初に夏生が出てきた時は、いったいどうしようかと思ったが、案外これはこれで楽しく過ごせるかもしれない、と思い出す。微笑んだ夏生は少なくとも怖い人間でも、悪い人間でもなさそうだ。……いや、ちょっと違う意味で言い知れぬ恐怖感は覚えるが。まあでも、そもそもそういうのは向こうにだって選ぶ権利があるだろう。悲しいかな、俺は良くも悪くも平均的な男だから、そういう要素で好かれることもないだろうし。

（ちょっと変わった人だけど、いい感じだな。……家庭料理とかすげえ嬉しいし）

「あ、西村くん、お茶でも飲む？」

「いいんですか？　じゃあ、いただきます」

　そう返事をすると、夏生がリビングを横切って廊下の扉を開ける。そして、一番手前の部屋に向かって声をかけた。

「基山もとやまくーん。基山くん、お茶飲むー？」

「あー、いりまーす」

　基山くん、と呼ばれた彼の、低めの声が聴こえる。彼もシェアハウスの住人の一人なのだろうか。

「あ、基山くんっていうのはね、インディーズでけっこう売れているロックバンドのボーカルさんなのよぉ」

「えっ!?　それって、すごくないっすか。俺、疎いんでたぶん聞いてもわかんないっすけど……でも」

「そうそう、すごいのよ。なんて言ったかしら。ムーンライトステッパーだったか、なんだか、そんなかんじよ」

「へえ！」

「それでね、ここ大塚荘には彼と、同じバンドのギターの矢澤やざわくん。それと、その二人のお友達でスポーツジムで働いている鳥飼とりかいのおバカちゃん。あとねぇ……」

　夏生がそこまで言ったところで、玄関でがちゃりと音がした。

「あ、帰ってきたみたいだわ」

「ただいま」

　夏生につられて、視線を玄関へと向ける。すると、そこにいたのは……。
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「あ、ああああ!?」

「え？　なんですか」

「おまっ、おまっ、おまぁあああ！」

「えっ、あらやだ。もしかして知り合い？」

「え、いや、知らない」

「知ってる！　知ってるから！」

　長めの黒髪に、切れ長の涼し気な目元。そして、いやみったらしいほどに整った肉体に、柔らかな声音……こんなに完璧な男は、いまだかつて俺は一人しか知らないし、一人以上いてたまるか。

「んんー？　……いや、やっぱりわからない」

「うわあああああ！　お前なんか大嫌いだ、柊真聖ぁあああっ！」

　叫ぶなり、俺は立ち上がって片付け途中の部屋へと駆け込んだ。

「えっ、あ、ちょっ、うわあっ!?」

「あ、わ、あ、ご、ごめんなさーーーいっ！」

　背伸びをしてエアコンを拭いていた基山さんと初遭遇からの、初衝突をし、俺は盛大にその場にぶっ倒れたのだった――。

「……アンタ、何したのよ」

「いや、本当に心当たりがない」

　――ピィイ。

　はああ……と夏生は大きくため息を吐いて、やかんの火を止めた。
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「うわあ……すげえ」

「ふっふっふ、本日のディナーは夏生スペシャルよ！」

　ふふんと胸を張って、夏生がテーブルの上に並んだ豪勢な食事を説明し始めた。

　肉じゃがに、小松菜のおひたし、里芋とイカの煮物に、ひじきと大豆の和え物、脂ののった鯖の塩焼き……具沢山の豚汁ときのこたっぷりの炊き込みご飯。一つ一つはどうってことない家庭料理かもしれないが、そのどれもがとても艶やかでおいしそうだ。綺麗な形に具材も切り揃えられており、見ているだけで口内に生唾が溜まっていく。

「さ、今日は珍しく全員で食卓を囲めたし、新しい住人を歓迎して……発泡酒じゃないわよ！　きちんとおビールよ！　おビールを人数分、用意したわ！」

「うわあ、それは太っ腹だねー。ね、修しゅうくん」

「だな。……それで、後で切り詰めないとってキリキリしだすのは勘弁してほしいけど」

　そう言ったのは、基山要かなめと矢澤修二しゅうじの二人だ。先程タックルをかましてしまった基山は長身でかなりひょろい奴。こう……言い方は悪いが、肩書に反してあまりオーラのないタイプの男だ。

（バンドマンっていうから、もっとこう、バーンッ！　って感じだと思ってたけど……案外普通だよな）

　それに対して、その隣りにいる矢澤は……。

「何」

「うえ、あ……なんでもないっす」

　目が合うなり、きつい猫目を細めて睨みつけられる。慌てて首を振ると、基山が焦った様子で声をあげる。

「修くんは、別に怒ってるわけじゃないから！　ただ……っ、ただちょっと目つきが……アレなだけで。あ、でも、そこがいいんだよね！　うん、そこが……」

「はあ？　何言ってんだ、おめえ」

「あ、う……ごめん。うまくフォローできていないよね」

「いや、そういう問題じゃなくって……ああ、もういい」

「ご、ごめん。ごめんね……？　修くん」

　謝る基山をみて、はあと大きく矢澤がため息を吐いた。

「お前ら相変わらず仲良いよなー。うんうん、仲良きことは美しきかな！」

「稜……今のやり取りのどこを見たらそうなんだよ」

　話に割って入ってきたのは。鳥飼稜りょう。高身長でガタイもよく、褐色の肌に、切れ長の瞳……。どうやらハーフらしい彼はなかなか見栄えのする美男子だ。だが、鳥飼の笑みには屈託がなく、無邪気な子どものようで……要は女性に限らず人好きのする感じの人物だ。営業とか、すげえうまそうなんて考えてしまう。

「はいはい、そこの三人。シャーラップ。とりあえずは乾杯しましょう？　さ、侑李くん、はいどーぞ」

「えっ、あ、んじゃあ……」

　夏生に促されて、席を立つ。そのまま俺は銀地の缶ビールを手にとって、一同を見回した。

　俺はいわゆるお誕生日席に座っていて、右側に鳥飼、基山、矢澤。左に夏生……そして――。

「……柊」

「ん？　なんか言ったぁ？」

「あ、いや、なんでもないっす！　ええっと、これからお世話になります！　西村侑李って言います。西村でも侑李でも、なんか適当に呼んでください。仕事はリーマンやってます。えー……趣味はー……あー、俺、中学、高校ってめっちゃ野球やってたんで、いまだに野球が好きっす。見るのでも、やるのでもいいです。あーそんな感じで、お願いします！」

　そこでことばを区切ると、夏生と鳥飼が大きな拍手を送ってくれる。それに続いて、基山と……やる気なさそうに矢澤と柊が手を叩いてくれた。

「んじゃあ、乾杯！」

「かんぱーいっ！」

　俺のことばを合図に皆が缶ビールに口をつける。独特の苦味を覚えるのと同時に飲み下す。すると、口の中に炭酸の爽快感が抜けていった。

「っはー……うまい」

「うんうん、侑李くん、すっごい良い顔で飲んでくれて嬉しいわ。奮発した甲斐があったわよ」

「はい、本当に嬉しいっす！　ビールなんて、なかなか自分じゃ買わないんすよね」

　夏生は嬉しそうに笑って、あれも食べてこれも食べて、と皿を差し出してきてくれる。そのすべてに箸をつけてみたが、どれもがとてもおいしくて……どこか懐かしい味だった。

「ばあちゃんの味みたい」

「うふふぅ、それっておいしいってことよね。嬉しいわぁ」

「ババアみたいな料理しか作れないもんな！　夏生ちゃんは」

「ば!?　ババアですってぇえ!?」

「えっ？　あ、褒めてる。褒めてるぞ!?」

「りょぉおお……こんの、おばかっ！　アンタだけ、家賃上げるわよ！」

「ひいっ、それはご勘弁を！　夏生様ぁっ！」

　鼻息荒く、腕を組んだ夏生に鳥飼が泣きついた。そんな姿を見て、俺は仲良いなぁ……としみじみ思う。

「もう、ずいぶん長いことここに住んでるんですか？　鳥飼さんは」

「あ、稜でいいよ。ええっと、俺と基山と矢澤は高校の同級生なんだよ。んで、卒業と同時にみんな上京する予定だったから、近くに住んでたらなんか助け合えることもあんだろって感じでこのシェアハウスに住もうぜってなって……だから、もうずいぶん長いこと住んでるなぁ」

「へえ、だから三人共仲良いんすね」

「おう。仲良いよ。でも、矢澤と基山には負けるな」

「ぶっ!?」

　突然、話を振られた基山が小さく噴き出す。そのままゲホゲホと咳き込みだした。

「なんだよ。仲良いだろ？　お前ら」

「いや、別に特別仲良いわけじゃない。ただ、一緒にバンドやってるから、長いこといるだけだ」

「う、うん……げほっ、そ、そうだよ。何言ってんだよ、稜……げほっ」

「？　んん？　そうか？　うーん、じゃあ、ま、とりあえず俺らは仲良し三人組ってことで！」

「うぐっ」

　腑に落ちない表情をしながらも鳥飼はにっこり笑って、基山の背を叩いた。そのせいでまた基山は小さくむせている。

「いいっすね。俺、大学はこっちだったんですけど、同郷ってあんまりいないっす」

「へえ、そうなのねぇ。あ、そうだ。ついでだから、アンタも自己紹介なさいよ」

「え？　俺？　ああ、俺はひいら――」

「――いいっす」

「え」

　やっちまった。カチンと食卓の空気が固まってしまう。

　口からこぼれたのはあまりにすげないことばだった。だが、一度言ってしまったからには後には引けない。

「俺……あんたのこと知ってますから！」

「え？　でも、俺は」

「ぐぬぬ……どうせ、知らないっていうんだろ!?　でも、絶対知ってるから！　ぜーったい、知ってるから！」

「……？」

　俺が真っ赤な顔をしてそう吠えると、柊は不思議そうにしながらも口を閉ざした。

「……ちょっと、真聖。アンタ、本当に知らないわけ？」

「いや、本当に知らない」

　今日何度目かわからない夏生と柊のそんなやりとりを横目に、俺は腹立ちまぎれにもりもりと目の前の食事をたいらげていった。

（あれだけ現場で出くわしてるってのに、なんで俺のこと覚えてねえんだよっ！　ふざけんなぁっ！）

「……西村、侑李……？」

　小首をかしげて、柊が俺の名をつぶやいた。だが、すぐにふっと息を吐いて考えを放棄してしまったらしい。俺ばっかり意識しているみたいで、本当にむかつく。なんの因果でこいつと同じ家で暮らさにゃならんのだろうか。

　そんなことを考えていると、鳥飼が空気を壊そうと笑顔で口を開いた。

「あーえっと、まあみんな仲良くしよーぜってことで！　侑李、よろしくな」

「んぐっ、もぐっ、ふあい！　お願いします！」

（柊以外な……！）

　そう、ココロの中で付け足して初日の夜は更けていった。
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「じゃあ、よろしくお願いします！」

　頭を下げて、新宿の高層ビルの中にあるオフィスの一室を出る。

（高ぇ……怖い、普通に怖い）

　どういう趣向か、廊下は一面ガラス張りで見下ろすだけで足がすくんでしまう。決して、高所恐怖症というわけではないが、かなりきつい。ここで働いている人々はいったいどういう神経をしているのだろう。

（慣れんのかな）

「……そいやさ、引っ越したんだって？」

「うん、引っ越したよ」

　隣を歩く前沢が資料の入った大判の封書を抱え直しながら、声をかけてくる。彼の持っているそれは、先程退出したオフィスでプレゼンするのに使っていたものだ。

「なんでまた？　気に入ってたんだろ？」

「あー、ばあちゃんがさー、建て替えるって言うから、仕方なく」

「ああ、なるほど。それにしても急だったな」

「うん、まあ。でも、今のところも悪くなさげ。シェアハウスなんだけどさ」

「は？　シェアハウス？」

「そ。なんかおしゃれじゃね？」

「おしゃ……ぷっ、くく。おしゃれ、うん、まあ、おしゃれかな」

「笑うなよ！」

「で、何。どんな感じなの？　かわいい子とかいる？」

　エレベーターホールまで辿りついたところで、前沢がくすくすと笑いを噛み殺しながら尋ねてくる。

「男ばっか。っていうか、男しか入れないとこなんだって」

「へえ？　なんか寮みたいだな」

「あー、確かに。寮母みたいな、大家いるし」

「え？　女いるんじゃん」

「ちがう。なんていうんだ、あー……オネエさん？」

「ぶはっ！　ああ、もう、ダメ。何その、ネタハウス。そもそも西村がシェアハウスってだけで、ちょっとウケるのに。あれみたい。テラハ」

「……けっ。なんだよそれ。あ、でも、すげえんだよ。なんとかっていう、名前のけっこう売れてるバンドマンもいてさ」

「へえ？　そりゃすごいけどさ、なんとかじゃなんともわかんねえわ」

「確かに」

　前沢のことばに、自分で言っといて納得してしまう。なんとかって、バンドじゃ、そりゃなんともわからない。まったく、情報量に乏しいだろう。

「あ、あとさ……」

　俺がそう言いかけたところで、四機あるエレベーターのうち、一番手前のものがチンと音をたてた。ライトが点滅し、開くことを知らせてくれる。そのまま乗り込もうと、前沢に話しかけながら歩みを進め……。

「……すげえ嫌なんだけど……――」

「あっ、西村、前……っ」

「お、っと」

「うわあっ！」

　降りてきた人物に思い切りぶつかり、抱きとめられる。硬い胸板にぶつかり、思わず声をあげた。

「危ないですよ、前見ないと」

「あ、はい。本当にすみませんでし……た？」

「あ」

「あ」

　お互い、見つめ合ったまま停止する。

「ひ、柊」

「ああ。あー、なるほど」

　俺の顔を見て、柊が口元を緩める。そして、一瞬、至極嫌な笑みを浮かべてみせた。

「……！」

　だが、それはすぐに掻き消えて、いつもの王子スマイルに取って代わる。

「悠久堂の前沢さんと西村さん、でしたよね。ご無沙汰しております。いつも、お世話になっております、三星の柊です」

「あ、ああ、前沢です。すみません、うちの西村が」

「いえいえ、お怪我がないようで良かったです。では、失礼致します」

「ひっ、ひいら……ぎ！　……さん、すみませんでした」

「ふふっ、いえ。では」

　さっそうと去っていく柊をみて、前沢が俺の肩にぽんっと手をおいた。

「まあ、あれには負けても仕方ないよな」

　すぐに、さらちゃんのことを言っているとわかったが、なんだかそう言われるとすべてにおいて俺が劣っているようで……ムカつくけど、でも、確かに奴の対応はスマートだった、と苦い思いを飲み下した。
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「はー……ったく、ほんっと……腹立たしい」

　まばらな電灯に照らされながら、大塚荘までの道を行く。片手に下げたコンビニ袋の中身は、発泡酒とつまみであるスルメだ。……普段は晩酌なんかあまりしないのだが、最近の諸々で飲まないとやっていられない気持ちになってしまったのだ。

（……まあ、でも、わかってはいるんだよな）

　勝手に自分が噛みついてばかりいるだけで、柊側に落ち度はないと。だが、気に食わないものは気に食わないのだ。こればかりは仕方がない。……そう自己完結しながら、鍵を開けようとすると、後ろから声をかけられた。

「あ、悠久堂の西村さん」

「へあっ!?」

　振り返ると、そこに立っていたのは薄ら笑いを浮かべた柊だった。

「なんでここにいんだよ！」

　ちょうど柊のことを考えていた、なんてとてもではないが悟られたくない。バクバクと高鳴る心臓に気づかれないように、平静を装おうとするが……そんなの、俺には無理だった。

「いや、なんでって、俺の家でもあるんで」

「くっ、そういえばそうだった」

「なんか、テンパってない？」

「て、ててて、テンパってなんか！　ぜーんぜん！」

「ふぅうん？」

　何か言いたげな顔をしながら、柊が俺の手元を覗き込む。

「今から晩酌？」

「え？　あ、うん。そう、だけど」

「俺もご一緒してもいいですかね。ライバル会社だけどさ」

「えっ」

「っていうか、お詫びしたいし。さすがに仕事関係の人だったのに、ピンとこなかったとか、俺、失礼すぎたから」

　そう言うと、柊も手に下げた近所のスーパーの袋を持ち上げた。どうやら、彼も晩酌するつもりだったらしい。だが……うっすら透けて見える中身は、俺の発泡酒なんかより、数段良いお酒のようだけど。

（コンビニでスルメと発泡酒。高級スーパーでワインとナッツ……）

　ものすごい脱力感を覚えつつ、俺は断る理由もなく、小さく頷いた。

「昼間のこと、俺もお詫びしたいと思ってたんで。ぶつかったの、俺が全面的に悪かったっす」

「そ？　じゃあ、お互いに失礼でしたーってことで、酒を飲んで流そうか」
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「へえ、なるほどね。前沢さんと西村って同期なんだ」

「ん、そう。でも、なんで前沢は知ってんの？」

「あー、や。それは、まあ……行きつけの店？　が同じなんだ。って、言ってもきっと前沢さんの方は俺を知らないと思うけどね」

「……ふうん？　あ、そいや前沢もワインが好きだったわ。そういう？」

「ああ、まあだいたいそんな感じ」

　誰もいない、金曜の夜のリビング。

　そこで二人並んでソファーに座りながら、別におもしろくもないゾンビパニック映画を観ている。今、ちょうど物語の佳境なのか、ヒロインが心を許していた男の一人がゾンビにがぷりとやられたところだ。

「うわ、痛そう」

　買ってきたスルメは、なぜだかほとんど柊が食べて……柊が買ってきたナッツは、なぜだか俺がそのほとんどを食べていた。

「……こういうの、得意なの？」

　眉をひそめた俺に、柊が尋ねてくる。その質問に、少し考えてから答えた。

「いや、ぜんぜん。高校の時さ、好きだった女の子がすごいホラーが好きで……それに付き合って、何本か見たことあるくらい」

「へえ、彼女ってこと」

「……ちがっ、彼女なんかじゃな……っつ！」

「え」

　思わず、彼女ということばに過剰反応してしまい、口をつぐむ。

「え、もしかして。え？」

「ちょっ、察するな。察さないでくれ」

「いやいやいや、まさかね」

　柊の瞳が、意地悪な子どものように細められていく。その揶揄するような視線から逃れるように、俺はそっぽを向いた。

　そう、何を隠そう。俺は、今まで恋愛経験がない。

　ずっと、中学高校と野球に没頭してきたせいか、まったくもってそのあたりの機微に疎いのだ。周りにはフラグクラッシャーと言われていたが、どれがフラグかもわからないのだから、そのフラグを守りようもないではないか。

（どうせ、からかわれるんだろ？　わかってるよ。どうせ、天下の王子様にゃ理解できないだろうし）

「いや、いいと思うけどな。俺は」

「え？」

　予想外のことばに唖然として、落としていた視線を柊に戻す。

　すると、奴は柔らかな笑みを浮かべながら、こう、ことばを続けた。

「別に、数が多けりゃいいってもんじゃないと俺は思うし。西村は良い奴そうだから、本当に好きになった子ができたら、でいいんじゃない」

「……あっ」

　柊のことばに、鼓動が早鐘を打つ。

　なるほど、そうか。奴はやっぱり噂通り正真正銘人たらし、なのだ。

「あり、がと……」

　部屋の梁にかけられた時計に、ふっと視線を向ける。気づけばもう日付はゆうに超えていた。酔いもずいぶん回ってきている。

「えっと、その……もう、俺、そろそろ寝ようかな」

　このまま一緒にいては、どんどん柊が良い奴に見えてきてしまう。こいつに辛酸しんさんを嘗なめさせられてきた日々を、あっけなく酒は洗い流してしまいそうで……俺は、子どもっぽいと自分で自覚しつつも、その状況がどうにもおもしろくなかったのだ。

「ああ、そう。じゃあ、俺もそろそろ寝るかな」

　柊が頷いたのを確認してから、ソファから立ち上がる。だが、思っていたよりもずいぶん俺は酔っ払っていたようで、足元がぐらりと揺らいだ。

「あ、れ？」

「あっ、西村……っ」

　――ドサッ。

「わ、悪いっ！」

　ソファに座っていた柊にのしかかるようにして、倒れ込んでしまう。慌てて謝って、離れようとするが足がもつれてうまく立ち上がれない。

「えっ、あ……あれ、ごめんっ」

「……西村」

「重いよな、ごめ……んっ？」

「……っふ」

　シャツの襟首を掴まれて、ぐいっと引き寄せられる。そのまま、ぶつかるようにして、唇と唇が触れて……。

「な……に」

　俺が吐息を漏らしたその隙に、唇の間から何か熱いものが潜り込んでくる。

「んっ、ん……っ!?」

「……ちゅっ、……ん」

　貪られるような……これは、キス？

　舌を舌で絡め取られて、何度も吸い上げられる。その感触に、腰が震えて……俺はそのまま力をなくして、柊の腕の中にすっぽりと収まってしまった。

「あっ、ちょ……んっ、んぅ」

「っはあぁ……んっ」

　いったい何をされているのかもわからないまま、ただ舌だけが口内を犯し尽くしていく。

（あつ、い……）

「西村……」

　気づけば、俺が転んでのしかかったはずなのに、柊が俺の上に跨るような格好で見つめていて……。

「な……何」

　頬が、馬鹿みたいに朱に染まっていく。

「ごちそうさま」

「……は？」

　囁かれたことばに、目を白黒させる。

　だが、そんな俺のことなど意にも介さずといった様子で柊は立ち上がり……俺にひらりと手を振った。

「おやすみ」

　取り残された俺は、ソファの上でただただ阿呆のようにその背が廊下の暗闇に消えるまで見つめている。

　そんな俺のさらに後ろでは、ちょうどゾンビの親玉を主人公が撃ち抜いたところだった。そして、言う。

『これで、私の勝ちね』

　なぜだかわからないが、嫌悪感なんかより先に恐ろしいほどの敗北感がこみ上げてきて、俺はただ一言つぶやいた。

「なんなんだ……あいつ」
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「おはようございまぁす……」

　つぶやきながら、リビングの扉をあける。そのまま顔を上げずにふらつく足で机まで辿りつき、突っ伏した。ダークブラウンの木目はひんやりと冷たく、気持ちがよくて思わず目を細めた。

（二日酔いだ。……もう、これかんっぺきに二日酔いだ）

　そもそもそんなに酒が強い方ではない。なのに、昨日はなんだかんだ酒を飲みすぎてしまった。しかも……あんなことが……。

「うわああああ」

「……っ!?　なんだよ」

「ひえっ!?　柊!?」

　頭上から降ってきた声に驚いて、慌てて顔を上げる。すると、そこには今一番会いたくなかった相手がいて……結局、思わずまた勢いよく突っ伏した。

「……あ、ああ……なんでもない！　なんでもない……からっ」

「ふぅん？　っていうか、顔色悪いけど……何、二日酔い？」

「……う、うぐ。まあ、そんなところ」

　ガタンと椅子を引いて、柊が目の前に腰掛ける。ちらりと目線だけ上げて盗み見てみると、彼の前には朝食を食べ終わった後の皿と、さきほど注いだばかりと思われる湯気の立つコーヒーカップが置いてあった。

（ああ……部屋に入ったときに、気づかなかったのはキッチンの方に行ってたからか）

　そう思ったら、驚かせたときにコーヒーをこぼされなくてよかったなぁ……なんて、そんなことに頭がいってしまった。

「西村って、酒、弱いんだな」

　ふふっと笑った柊がカップに口をつける。少し熱かったのか、彼は一瞬唇を軽く離した後、薄く息を吐いた。

「よ、弱くはないし……別に」

「そう？」

「そうだよ、そうだっ。頭だってもう痛くねえし？」

　なんとなく、柊の笑みが勝ち誇ったように見えて、腹が立ってきてしまう。そのまま無理やり身体を起こそうとして、ビリリとこめかみのあたりにきつい痛みが走り抜けた。

「いっつ」

「無理するなって……くくっ、まあ、今日は休日だし、ゆっくり荷解きでもしてたら？　まだ、全部終わってないんだろ？」

「……う、うう」

「もうちょっとしたら、夏生も帰ってくると思うから。じゃあ……」

　立ち上がった柊が、手早く食器を重ねてシンクに下げる。共用のキッチンは基本的に当番制で掃除を行うのだが、使った皿なんかもその日の担当者が洗うはず。……今日は土曜日だから、確か鳥飼と夏生の日だ。

　そのまま彼はこちらを振り返りもせずに、部屋へと戻っていってしまう。その背をじっと眺めながら、なんだか俺はおもしろくない気持ちになっていた。

「……あーもー……なんなんだよ」

（あいつ、なんであんな普通なんだよ）

　ちくしょう、とつぶやいて、うつむいた。

　……バレなくてよかった、頬が赤いことが。目線を合わせられないことが。柊のことが……まっすぐ見られない。やっぱり昨日のあれは、俺の見た幻覚なんかじゃない。だって、こんなにも……。

「……っ」

　唇を指先でなぞって、もう一度つぶやいた。ちくしょう。
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「……ただいまー」

「あ、おふぁえりなひゃい。なつきはん、とりかいはん」

「おう、ただいま。って、何、やけ食い？」

「んぐ、もぐ……そっす。やけ食いっす」

　スーパーの袋を下げた鳥飼と夏生に返事をして、牛乳で口の中のトーストを飲み下す。そして、落ち着く前にまた一枚新しいトーストに手を伸ばした。

「夏生さんたちは……んぐっ、買い出しっすか？」

「ええ、そうよ。薬局でねぇ、とっても安く入浴剤が……って、待って、侑李くん、もしかしてパン何もつけずに食べているの!?」

「え？　ああ、そうですけど」

「ダメよ！　そんなんじゃあ、ビタミンがとれないわ！　ちょっと待ってなさい！　あたし特製のジャムを持ってきてあげるから……！」

「えっ、あ……」

　でも、と言いかけた俺に、鳥飼さんが笑う。

「夏生ちゃん、言い出したら聞かないからいーんでない？　ねえねえ、そのトースト、全部食う気？　俺も、腹減ったからよかったら一枚くれない？」

　六枚切りの食パン、一斤一気焼き。それをただ皿に積んだだけのものを指差して、鳥飼が言う。残りは三枚。正直、もう気持ちわるくなってきているので、一枚、二枚誰かにあげてしまいたい気分だ。

「よかったら、夏生さんと鳥飼さんで一枚ずつどうですか。なんか、俺もう……これ一枚でいいかなって」

　――バタンと冷蔵庫の閉まる音がして、夏生がジャムを片手にキッチンから戻ってくる。

「ええ？　うぅん……お昼にはまだ早いけど、でも、確かにお腹が減ってきたわね。じゃあ、そうしようかしら」

「よっしゃ、じゃあ俺も夏生ちゃんのジャムもーらおっと」

　向かいに鳥飼と夏生が腰掛けて、各々トーストを一枚手に取った。

「さ、よかったらこのジャムを使ってね」

「ありがとうございます……って、夏生さん、これなんのジャムなんすか」

　彼女が持っていたのは緑色の謎のとろみのついた、液体。正直、あまりおいしそうではないのだが、この期に及んで断るなんて選択肢はないだろう。

　おそるおそるそう尋ねると、夏生はふっと口元を緩めた。

「ルバーブよ。ルヴァァブ」

「る、ルバーブ？」

「そう、ルバーブ！　ルバーブにはカリウムがたくさん入っているからむくみにもよく……」

「よくわかんねえけど、庭に生えているフキだよ。フキ」

「さらにはカルシウムも豊富で……」

「え？　フキですか？　ああ、あの……？」

「そうそう、あれ」

　べらべらとルバーブの効能について喋り続ける夏生の横で、鳥飼がトーストにもっさりジャムを乗っけて一口食べる。

「……ん、見た目は正直アレだけど、けっこううまいんだ。これが」

「はあ、じゃあ……夏生さん、いただきます」

「えっ!?　ちょっ、アンタたち何勝手に食べて……あ、ああ……あー」

「あっ、これうまい！」

「な？　そうなんだよ、フキなんだけどうまいんだよなー」

「ルバーブっ！　ルバーブよっ！　もうっ、ふふ……でも、おいしいって言ってもらえるのは嬉しいわぁ」

　機嫌良さそうに笑った夏生が自らスプーンでトーストにのせ、塗り広げていく。

　ルバーブジャムはどこか苦味があり、クセのある味だ。だが、砂糖との相性がいいのか、そのクセが良い方に出ている。正直、もう要らないかと思っていたりもしたのだが、ぺろりと目の前のトーストを完食してしまった。

「……それで、どうしたのよ。侑李くん」

「え？　何がっすか」

「いや、何がも何も……ねえ？」

　夏生がそう言って、鳥飼に目配せを送る。それを受けて、鳥飼も大きく頷いた。

「なんか、親の敵みたいなカオでトースト睨みつけて食ってたよ」

「えっ!?　いやいやいや」

「いや、マジで。しかも茶化してみたらマジでやけ食い中だって言うし、なんかあったのかなって」

　鳥飼が手に持ったトーストのかけらをぽいっと口内に放り込む。そして、むしゃむしゃと飲み下していった。

「それで、ちょっとあたし考えてたんだけど……もしかして、侑李くん……失恋したの？」

「ぶっ」

「ちょっ、きたなっ！」

「げほっ、げほっ、すみません……そ、そんな失恋なんて！」

　噴いてしまった俺の唾液を払いながら、鳥飼が眉を寄せる。

「失恋なんて……っ」

　ふっと頭の中をよぎるのは……。

「……っあ」

「？」

「あ、や……なんでも、ないす」

　なんでだ、と自分で唖然としてしまう。頭によぎったのは、さらちゃんではなく……。

（キス、なんてしたからだ）

「何よ、ちょっとお姉さんに話してみなさい？」

「えっ」

「そうそう、話してみなさい」

　夏生に合わせてしなを作った鳥飼に思わず、にやっと頬が緩んでしまう。それを慌てて引き締めながら、少しためらいがちに唇を開いた。

「や、大した話じゃないんすよ」

　本当に、大した話ではない。ただ……とことばを紡ぎ出す。ずっと、憎たらしい相手がいた。逆恨みばかりかもしれないが、嫌いと言ってもいいくらいに思っていたはずなのに、相手のことを知れば知るほど……今は何故か……。

「それって、ずばり柊のことだよな」

「うえっ」

「うん、うん。そうよね。真聖のことかしらって思いながら聞いていたわ」

「え、いや、そんなっ、そのっ、ちがっ！」

「それは、ズバリ恋よ！　恋！　憎しみが愛情に変わっていく！　ああんっ、なんて素敵な恋!!　シークレットローズガーデンで咲き誇る、小さな恋ぃっ！」

「はい？」

　夏生のことばに、思わずフリーズしてしまう。

　……これが、恋？

　心臓がバクバクと高鳴って、痛いほどに早鐘を打つ。

　恋なんて……まさか。

「いや、何言ってんだよ、夏生ちゃん。そうじゃねえって！　要するにだ、ライバルが有能で腹が立つってことだろ？　うんうん、わかるわかる。あいつって、なんでもそつなくこなす感じで腹が立つよな！　しかも、表向きの態度は良いくせに、同居人には案外冷たいし」

　身をくねらせる夏生を尻目に、鳥飼は鳥飼で別方向でノリノリになってしまった。別にそんなことが言いたかったわけではないのだが。

「あ、いやそこまでは……どっちかっていうと、腹の立つ奴っていう認識を改めてしまうのがこう……」

「いやいいって、わかる！　俺にはわかるぞ！　有能な奴って腹立つもんな！　よし、乗り込んで弱みを見つけに行こうぜ！」

「えっ!?」

「ああん、それがいいわ。あたし、今から特売のはしごがあるし、恋を愛にしてきなさい！」

「ちがっ！」

「よーし、行くぞ！　ちゃちゃっと、行くぞー！」

　俺が何か反論するよりも早く、筋骨隆々の鳥飼に抱きかかえられる。

（マジかよ!?　俺だって、別に痩せてなんかないのに！）

「いってらっしゃぁいっ」

　お姫様よろしく抱きしめられながら、夏生に見送られリビングを通り抜ける。そして、そのまま廊下を柊の部屋まで向かった。

「うあああ！　おーろーせーっ!!」
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　この大塚荘は木造の二階建て一軒家だ。

　古くは民宿として使っていた土地を、二世帯にして、子らが巣立って……そして、今に至るとかなんとか、引っ越してすぐの頃に夏生から聞かされた気がする。

　一階には、リビング、ダイニングキッチン、俺の部屋と、夏生、そして柊の部屋がある。二階は四部屋あるようで、矢澤、基山、鳥飼……あと、空き部屋が一つ、らしい。昨日から基山と矢澤はリハスタ？　とやらに、泊まり込みで行っているらしく、今家にいるのは俺たちだけなのだが。

「たのーもーっ」

「ちょっ、柊、出なくていいから！　別に出なくていいからなー!?」

「何言ってんだよ、侑李！　せっかく来たからには家探しくらいして帰らねえと！」

「家探し!?　何言ってんだ……」

　――ガチャリと音をたてて、扉が開く。

「ああ……稜、か。うるさいって……」

「あ、わりい。寝てたのか？」

　けだるげに目をこすった柊は、今まで見たことがないほどに不機嫌なカオをしていて、思わずたじろいでしまう。

「朝飯食ったみたいだから、もう起きてると思ってたんだけどな」

「二度寝……」

「ああ、なるほど。んで、部屋入れてよー」

「やっ、二度寝してたんなら寝かせてやろうぜ!?　なっ!?」

　あからさまに不愉快そうな柊に、俺は完全に気圧されていた。

　端正な顔立ちだから余計なのか、不快な表情をつくられると一層冷たく感じられてしまい、正直かなり怖い。だというのに、まったく鳥飼は引く気配がなくて、どぎまぎしてしまう。

「……んん、いや、いい。なんか用事があったんだろう？　もう起きたし」

「おお、じゃあお邪魔しまーす！」

「うあ……お、おじゃま、します？」

　鳥飼に抱きしめられたまま、思わずぎゅっと腕に力を込めてしまう。よもや、男に縋りつくことが俺の人生においてあるとは思わなんだ。

　初めて入った柊の部屋は……なんというか、恐ろしく殺風景だった。置かれているのはセミダブルのベッドが一つに、座卓。それから、カラーボックスが本棚代わりに置かれていて、あとは大きめのテレビが一つ、だ。

　人のことは言えないけれど、あまり物持ちではないのかもしれない。

「……っと」

　そんなことを考えながらあたりを見回していると、鳥飼が俺の身体を柊のベッドへと放り投げた。きしむスプリングを感じて、ふっと軽く息を漏らした。

「で……何」

　けだるげな表情は相変わらずで、柊があくびを噛み殺す。さっきダイニングで会ったときは普通に私服を着ていたような気がするのだが、二度寝していたというのは本当らしく、今は上下スウェット姿だ。

（なんか、意外）

　なんとなく、勝手に柊はきちんと前ボタンか何かのパジャマで寝ている気がしていたのだが、現実は俺と大差ないようだ。

「ふふっ」

「ん？」

「あ、いや、なんでもない」

　慌てて首を振ると、鳥飼が本当に家探ししているのが目に入った。

「あっ、おい！　マジでやってんの!?」

「んんー、いや、この辺にあるはずだろって思って」

「何が」

　呆れた様子で柊が問うと、鳥飼はにんまりと下卑た笑みを浮かべて小指を立てた。

「何がって、エロビに決まってますでしょう」

「はああ……悪いが、期待には応えられないな」

「え!?　なんで！　なんでだよ!?」

「あのな、鳥飼……お前は、いまだにテレビで見るのか？」

「はっ！　そうか、スマホ！　あと、パソコンって可能性もあるか！」

　よしっと意気込んで、鳥飼がノーパソに手を伸ばし……たところで、柊に小突かれた。

「あだっ！　キャッシュ！　キャッシュ見せろ！」

「見せるか、バカ」

「ノーン！　侑李、お前もいけ！　弱みを握りに来たんだろう!?」

「えっ!?　いや、だから別に俺はそんなつもりじゃないし！」

「え？　そういう理由で来たのか？」

「いや、違うんだって！　そうじゃなくって！」

　慌てて柊に弁明すると、今度は鳥飼がジトッと湿度の高い視線を向けてきた。だが、俺は別に本当に弱みを握りに来たつもりなんてないのだから、そんな裏切り者とでも言いたげな視線を向けられる筋合いはない……はず。

　――それから、しばらく三人でダラダラと柊の部屋で過ごしたのだが、何をやっても柊は乗ってこない。やはり、寝ていたところを起こしてしまったせいか、機嫌もとても悪くて……。

（こんな柊、見たことないわ）

「あーあーあー……」

　どうにも居心地の悪い俺は、鳥飼に目配せをする。だが、鳥飼はただ罰が悪そうににんまりと笑うだけで、何をするでもない。

（部屋、帰りてぇ……）

　気まずい空気の中……ふいに誰かの携帯が鳴った。

「あっ、俺だわ」

　そう言って立ち上がったのは、鳥飼だ。液晶画面を見て、彼は至極嬉しそうに微笑む。だが、それは相手が待ち焦がれた人だったからというより……。

「よっしゃ……じゃあ、俺はこれで！」

「えっ、鳥飼さん!?」

「あ、この電話。ほら、ツレ？　うん、ツレみたいな子からだからさ。出ないわけにはいかないのよ。って、わけで……あとはお二人でごゆっくりぃ」

　鳥飼は踵を返し、そそくさと部屋を出て行く。残された俺は部屋を出るタイミングを逃してしまい、ただ呆然と彼の背中を見送った。

（裏切り者ぉ……）

「…………」

「ああ……っと、俺……」

　視線を柊に向けると、彼はベッドに寝転がり経済誌か何かを読んでいた。

　ごろんと横になっている絵面は、正直俺の知っている三星の王子のそれではなかった。

「なあ、あんたって休日はいつもこんな風に過ごしてんの？」

「そうだけど……？」

　紙面からちらっと面倒くさそうに柊が視線を上げる。

（……もしかして、オンとオフの差が激しいタイプなのか？）

「なんていうか……イメージが違うな」

　俺がそうつぶやくと、柊はひどく不愉快そうな顔をして雑誌を床の上に投げ捨てた。そして、眉間にしわを寄せたまま俺に目線を合わせる。

「はあ……そういうイメージがどうとか、って一番だるい。思い込みって勝手なものだろ？　まあ、俺が作り上げたものでもあるけどな」

　柊のことばはひどく正論で、俺はただうつむくしかできなかった。

　誰だって、誰かにイメージを押しつけられるのは嫌だろうし、オンとオフの差が激しいからって、そのどれかが本当の柊ではないというわけではない。すべてが〝彼〟なのだろう。

「なんか、ごめん」

　俺が謝罪したことがよほど意外だったのか、柊は一瞬目を見開いた。だが、すぐ意地悪そうに目を細め……ああ、この顔は何度か見たことがある。クライアントのビルのエレベーターホールで。それから、昨日のサシ飲みのときにも。

　嫌な笑みであるはずなのに、どうしてか今の俺はその笑みを見て、胸がぎゅっと痛くなった。

「ふっ、それにイメージとかの話をするなら昨日の西村だって大概だ」

「あっ」

　柊のことばに、一瞬で頬が真っ赤に染まる。あれは、夢や幻覚のたぐいではなかったのだろうか。

「それはっ、あっ、あ……だって、あんたがっ！」

「昨日はあんなにかわいかったのにな。からかうつもりでキスしただけなのに……すっごいとろけた顔して」

「……っ、や、やめ……そういうこと言うなっ」

　慌てて柊に反論しようとするが、うまくことばが出てこない。

　なんと返したら良いかもわからずパニックを起こしていると、ふいに柊の腕が伸びて、俺の手首を捕まえた。

「あっ」

　あっというまに、強い力で引き寄せられ視界が反転する。

「なっ、何して……」

　柊越しに見える天井に、思わずめまいがしてしまう。

「昨日、あんなことされたのにノコノコ来て……しかも、二人っきりになるなんて、案外好きモノ？」

「や、やめ……っ」

　猫のようににんまりと笑った柊の唇が、鎖骨に押しつけられる。そのまま骨を食まれ、背筋にぞくっと電流が走り抜けていった。

「ん……っ」

「何、その声……やらし」

「やっ、そんなつもりじゃなくって……あっ、やめ……っ」

「んっ……」

　制止のことばを飲み込ませるように、強引に口づけられ、強く唇を吸い上げられる。

（これ、ダメだ……また、昨日みたいに……頭がぼうっとして）

　伸びてきた舌が歯列をなぞり、唾液を送り込んでくる。初めてシラフで飲み込む他人の体液の味に、ぐらりと頭の芯が揺らいだ。

「んちゅっ……はあっ」

　唇が離れると、その名残を惜しむかのように二人の間を銀糸が伝う。

「あ……っ」

　そして、柊の指先が俺の胸の……。

「――ちょっ、ちょっと待て！　何考えてんだよ！」

「え？」

　乳首に指先が触れたことで、はっとなって我に返る。そのまま勢い任せに起き上がって、柊の身体をはねのけた。

「べ、べべべ、別に俺はあんたのセクシャルなことに対してどーこー言うつもりはないんだ！　だけど、俺はその気はないんだって！　マジで！」

　きょとんとした顔で俺を見つめる柊に、なんとか言い繕う。

　とっさに出てきたことばだが、嘘偽りのない本心だ。それがきちんと柊に届いたかどうかはわからないが。

「……ふっ、ふふ」

「柊……？」

「西村って……まさか、本当に童貞？」

「ど、どどど、どうていちゃうわっ！」

「あはははっ！　ははっ、なるほどねぇ……」

　けらけら笑う柊に心底恥ずかしくなる。昨日のことばはなんだったんだ。恋愛経験がほとんどないことは笑わなかったではないか。なのに、どうして性経験となると笑われなきゃならないのだろう。

「ぐ……わ、笑うなっ」

「ああ、悪かった。でも……だからって、別にやめてやる必要性はないだろ？」

「えっ」

　はねのけたはずの柊の身体が、いともたやすくまた組み伏せてくる。そのままじっと顔を覗き込まれ、今度はジャージのズボンへと手がかけられた。

「ハジメテ、なら優しくしてやろうか。女なんかより、よっぽど」

「なっ、何考えて」

　さあああっと血の気が引いていくのが自分でもわかる。だが、暴れようと腕を動かした瞬間、柊に両腕をまとめて、抑え込まれてしまった。その力は思ったよりもずっと強く、恐怖すら感じてしまうほどだ。

「逃げたいなら、逃げればいい」

　そう言いながらも有無を言わさぬ強さでズボンを引き下ろし、そのままパンツへと手をかける。そして、その下で縮こまった俺自身に触れられ……。

「あっ、やめ……んんっ」

「……自分でしかシたことがないんだろ？」

「あっ、は……や、何、してっ」

　雁首をなぞるようにして愛撫された後、指先がモノをゆるく握り込んで上下していく。

　ただそれだけの単純な動きのはずなのに、自分でするのとは比べ物にならないほどの鮮明な感覚に、思わず腰が引けてしまう。

「やめっ、あ……それ、やだ」

　早々に先端から溢れ出した蜜は、柊の指先を汚す。その蜜をさらに全体に塗りこめるようにして、執拗にモノをしごき続けられた。
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「あ……あっ、いや、だ……やめっ」

「口ではやめろって言ってても、ココはやめてほしくはなさそうだけど？」

「そんなこと……っ」

　ないとはすぐに言うことができなかった。自分でもおかしいと思うほどに、湧き上がる快楽は強烈で、未熟な俺はすぐに虜になってしまう。

「はあっ、ん……」

「男のくせに、すごい悦い顔……西村、こっちの素質あるんじゃない」

「そんなの、俺……っ、俺ぇ……っ」

「ココ、膨れ上がってきた……イキたいんだろ？」

「ん、ぁあ……っ」

　柊の指が下生えの中の袋に触れる。そのまま乱暴に指先で揉みしだかれて、自分でも驚くほどに甘ったるい声が漏れてしまった。

　それが恥ずかしくて、恥ずかしくて、瞳に涙の膜が張り、盛り上がっていく。

「いいよ。ほら、イけよ」

「……んんっ、ん……」

　柊の手で着実に絶頂への階段を昇りつめていく。目もくらむような快楽に襲われ、その時はあっという間に訪れた。

「ひ、ぃ……うっ」

「はっ、……すっごい量。何これ、ずっとシてなかったのか？」

「あ、俺……っ」

　柊を見ると、澄んだ彼の瞳に俺が映っている。

（これ、本当に俺、なのか？）

　甘ったるい、アダルトビデオの中でしか見たことがないような……メスの顔。

　快楽を素直に求めるその表情に、自分自身のことであるにも関わらず異様な興奮を覚えてしまった。

「……西村」

「ひい、らぎ……」

　俺のぶちまけた精液を柊がすくい取り、下生えの下……もっと奥深くに指を伸ばして……。

「あっ」

　――ピリリ。

「……はあ」

　今度鳴ったのは、柊の携帯電話だ。深くため息を吐いた後、俺から退いて携帯を拾い上げる。そして、ディスプレイを見て少し何かを考えた後で通話ボタンを押した。

「もしもし」

　よそ行きの、声だ。

　さっきまで、俺を煽っていたのとは違う声のトーンに妙に頭の中が冴えていく。

（あ、俺……何して……）

　改めて自身の様子を見ると……もう、たまらなくなってきた。

「……っ」

　勢いよく立ち上がり、そのまま下着とズボンを上げて柊の部屋を飛び出した。背後から声がかかるかと、心の何処かで一瞬期待する浅ましい自分がいたが……結局声はかからなかった。
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「はあ……はあ、はあ」

　自身の部屋に入るなり、そのまま壁にもたれかかる。

「なんなんだよ……」

　自分の身に起こったことが、いまだ信じられない。だが、ぬるつく下着の中の感触は何よりも生々しく、コトは事実だったのだと告げてきていた。

（なん、で）

　だが、一番信じられないのは……。

（なんで……俺、嫌じゃなかったんだよ）

　嫌悪感が湧き上がらないという事実に、動揺を隠せない。

「おかしい、だろ……」

　そうつぶやいた俺のことばは、部屋を占める沈黙に潰され、掻き消えていった。
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　土曜の晩はただただ部屋にこもり、すぎていった。

（……もう、朝か）

　カーテンの向こうから聞こえる鳥の囀りで、夜が明けてしまったことに気がついた。とはいえ、昨日あんなことがあったのだ。何もする気になれず、俺はただそのままベッドの上をゴロゴロと回転していた。

　それからどれくらいが経っただろう。一時間か、二時間か。ぐぅっと腹が鳴って、空腹感に気がついた。

（そういえば、今日の朝どころか、昨日の昼も夜も食べてないじゃん）

　腹が減っては戦は出来ぬ。母ちゃんの教えが頭をよぎるが、ごめんなさい。愚息はもう戦うことすらできず、心が折れてしまいそうです。

（寝ちゃえばいいか）

　そう思い、もう一度目を閉じようとした瞬間――コンコンと控えめなノック音が聞こえてきた。

　誰だろうか。夏生あたりかもしれない。そろそろ最初のお家賃の引き落としの頃だし……そう思いながら声をかけた。

「あーい」

「えーっと、基山なんですけど、今いいかな」

「え？　基山さん？　はい、どうぞ」

　思わぬ訪問者にあわてて起き上がり、居住まいを正す。すると、それとほぼ同時に扉が開いて、いつもどおりの少しバツの悪そうな表情の基山が入ってきた。

「朝からごめんね。実はさ、昨日エンジニアさんから映画の試写会のチケットを四枚もらったんだよね。でも、稜はデートだって言うし……修くんにはあげてみたんだけど……でもね、ほら二枚余るし」

　基山の視線は右に左にさまよう。それと同時にことばもあっちにふらふら、こっちにふらふら。

「はあ、なるほど」

「それで、これね、今日の夜らしいんだ。だから、よかったら、一緒に行かないかなって、そういうお誘いなんだけど……やっぱり、急すぎるよね」

　見せられたチケットに目をやると、ずっと見続けているアメリカンヒーローシリーズのものだった。

「はっ!?　これ!?　あ、俺……これ、好きです！」

「えっ、本当？」

「はい。全部、見てますよ。主人公の天才科学者のダークヒーローっぷりが格好いいんですよね」

「そう！　そうなんだよね！　でも、修くんは見たことないんだってさ」

　えへへと残念そうに眉を下げて基山が笑う。きっと彼は本当にこのシリーズが好きなのだろう。さっきの瞳のきらめきを見れば一目瞭然だ。

（今日は引きこもろうかと思ってたけど、いい機会かも）

「うん、よかったら一緒に行ってもいいっすか」

「大歓迎だよ」

　にっこりと笑顔を作って、基山がチケットを一枚差し出してくる。

　俺で一枚、基山、矢澤……あと、一枚残るが夏生でも誘うのだろうか。いずれにせよ、楽しい映画でも見ればずいぶん気持ちも落ち着くだろう。

　そう思い、繁華街にあるシネコンで18時に、と軽い気持ちで約束を交わしたのだった。
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　待ち合わせ場所となっているシネコンの上には、観覧車がついている。

　ついている、といったのは、あまり建物のイメージに合っていないからだ。取ってつけたような、と、そういう表現が似合ういびつな見た目をしていた。

　そう大きくはない一周15分程度のそれは、それでもデパートの上という立地のおかげでずいぶん遠くまで見通すことができるらしい。晴れてさえいれば、富士山だって見えるんだとか。

（まあ、俺は乗ったことないけどな。……どうせ、彼女なんていないしぃ？）

　心の中でそう自虐的につぶやいたあと、俺は目線を下げて腕時計を確認した。

　時刻は17時55分。そろそろ基山たちが来ても良い頃だが……。

「おまたせ」

「あ、いえ……って、は？」

「え？　何、俺が来るって聞いていなかったのか？」

　現れた男の姿に、あんぐりと口が開いてしまう。

「ひいら、ぎ……なんで、お前がここに!?」

「……はあ、その分だと基山さんからの連絡見てないだろ」

「え？　なに、どゆこと？」

　柊がこちらにつかつかと歩み寄り、胸ポケットに入れていた俺の携帯を取り出した。

　こちらが唖然としている間にそれを難なく柊は操作して、俺にＳＮＳの画面を見せつけてきた。

　そこには未承認ユーザーからのメッセージが二件入っていて……。

「……収録が、押していて……遅れるかもしれません。……やっぱり行けそうにありません。ごめんね。……最後の一枚は柊くんにあげた、からぁ？」

「きちんとチェックしておけよ、携帯くらい」

　くくっとおかしそうに笑って、柊が身体を揺らす。

「だっ、だって、俺！」

「ユーザーＩＤは教えたんだろ？　なら、なんで気づかないんだよ」

「あ、ああ……うぐぐ」

　俺がうつむいて唸っていると、ぽんぽんと柊に頭を叩かれる。

「俺、映画好きなんだよ。ほら、遅れると困るし見に行こう」

「なっ、あ………」

　帰る、と喉元まで出かかったがそれは結局ことばにはならなかった。だって、ポスターの白衣のヒーローがニヒルに俺の目の前で笑っているんだ。

（くそっくそっくそっ！）

　あれもこれも、ヒーローのため！　この世界がどう救われるのかを見届けるためだ！　そう自分に言い訳をしながら、俺は柊の背を追いかけて、映画館へと歩みを進めた。
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「はあ……おもしろかった……おもしろかった、おもしろかった」

「ははっ、それしか感想はないのか？」

「それしかないんじゃない。それだけ、なんだ。よく言うじゃん、なんだっけ。えーっとほら、とうとい。ああいうやつ？」

　映画館から出てきたところで、俺はうっとりと息を吐いた。

　それをみて、柊は心底楽しそうに目を細めて笑った。その表情のあまりの無邪気さに、なんだか俺はこいつの新たな一面を見つけた……なんて、思ってしまう。

「まあ、でも確かによかったな。あの毒を使うミズ・ローリンとの対決とか」

「そう！　わかる!?　あれは、いわば過去の彼自身との決別であり……！」

「……っと、ちょっと危ない」

　話に夢中になった俺の腕をそっと引いて、柊が向かってくる人から避けさせた。

「あっ、悪い」

「いや、いい。でも、西村ってヒートアップすると周りが見えなくなるんだな。まるで子どもみたいだ」

「うぐっ、そうかよ。まあ、子どもっぽいかもな」

「別に、けなしてはないからあしからず」

　そう言った柊に、唇を尖らせてしまう。

　確かに、柊に比べればずいぶん俺は子どもっぽいのかもしれない。それでも、なぜだか柊にそう言われるのだけはなんとなく嫌だった。

「そういえば、西村ってここの観覧車乗ったことある？」

「は？　何、俺が恋愛経験ないって知ってて、それ聞くのか」

「ああ、悪い悪い。でも、そういう意味じゃなかったんだ」

　そうじゃなくて、と言って、しばらく黙り込む柊。彼はそのあと不意に俺の腕を掴んで、人波を逆流し始めた。

「えっ、ちょっ、どうしたんだよ。地下鉄はあっちだぞ？」

「なあ、乗ってみないか」

「え!?」

　そう言って、柊は不敵ににんまりと笑った。

「なっ、だって、俺たち男同士だぞ!?」

「それはそうだな。でも、今日びそんなやつらきっと珍しくないって」

「いやいやいや、そりゃいろんな人がいるしダメとは言わないけど、珍しいは珍しいって！　誰か知り合いに見られたら、あれだし」

　そう言っている間にも、柊はずんずんとエスカレーターを昇り、屋上階を目指していく。俺だって、足を止めれば良いようなものの……何故かそれに付き従ってしまう。

　思えば、観覧車なんてずいぶん乗っていない。いや？　よくよく考えたら記憶にないな。もしかしたら、生まれてこの方、一度だって乗ったことはなかったかもしれない。

　そう思うと、何故か突然この誘いがとても素敵な思いつきに思えてきた。

　……要はきっと、映画を見た後でハイになっていたのだろう。
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「……はい、では15分間の空の旅をお楽しみください」

「は、はい……」

　満面の笑みで係のお姉さんに送り出され、俺は赤面したままぎこちなく手を振った。

　乗った。乗ってしまった。

　つい、乗ってしまったのだ。柊の誘いに、そして観覧車に。

　なんでまた、こんなことになってしまったのだろう。だって、俺たち男同士だろ？　絶対に奇異の目で見られた。柊は何食わぬ顔をしていたけど……でも、絶対絶対……。

「あ……西村、あっちの方が家の方かな？」

「え？」

　ぐるぐると頭を抱えて考え込んでいると、不意に柊が俺の隣に移動してきた。

　彼の長い指がさす方は、確かに大塚荘のあるあたりだ。

「たぶん？　っていうか近い！　近いっての！」

「あ、悪い。でも、そうか……こんなに高く見えるんだな。観覧車って」

「は？　いや、高いだろ。だって、こんなにでかいじゃん」

「ははっ、そうか。そうだな。でかいんだから、高い、か」

「？」

　何がおかしいのか俺のことばにくつくつと肩を揺らして笑う柊。その姿に思うところがあって、思わずあっと声をあげた。

「もしかして、あんた初めて乗ったのか？」

「ん？　ああ、そうだよ。観覧車なんて、生まれて初めてだ。覚えてる限りだから、たぶん、な」

「へえ……」

「また、意外だって言う？」

　おどけた柊に、少し考えてから首を振った。

　俺だって、たぶん、初めて乗ったわけだし、もう勝手なレッテル貼りをして柊を不快にさせることはしたくなかったのだ。

「実は俺ももしかしたら初めてかも」

「え？」

「うん、だからさ、柊に誘われた時……本気で嫌がったりしなかったんだ」

「そっか」

　二人の間にふっと沈黙が落ちる。

　薄いガラス一枚向こうには真っ暗な闇が広がっている。そこに、ビルや人々の家々が明かりを灯して、美しく漆黒のカーテンを彩っていた。

「綺麗だな」

「ああ……そうだな」

「なあ、ひいら……っ」

　振り返って、思わず息が止まる。

　柊の顔はすぐそこにあって、俺の肩越しに彼は景色を見つめていた。

　長いまつげに、薄い唇に、細められた目元に……その横顔のあまりの綺麗さに、俺は目を奪われた。

「何、俺のことじっと見て……」

「な、なんで……も、ない」

「そ？」

　そっと柊の指先が俺の顎に伸びる。

　そのままぐっと持ち上げられて、そうなることが自然であるかのように唇が重ね合わせられた。

「は、ふ……んっ」

「ん……もっと、口開けて」

　柊に乞われるがまま唇を開き、舌を受け入れる。熱い柊の舌が口内に吸い付いて、そのまま俺の唾液を飲み干すように蠢いた。

「あ……う」

　頭の芯がクラクラと揺れる。

　注意力が散漫になって、もう何も考えられない。

「あ、ダメ……」

「……でも、ダメって顔してない」

　柊の手がベルトに伸びて、緩められる。そのまま大きく、案外無骨な手が下着の中に滑り込んで……。

「ひっ、あ……そ、そこ、やだっ」

　俺の後ろの蕾を指でつぷりと押し込んだ。

「……あっ、ああ……だ、ダメ……変、それ……それやだっ」

　嫌だと言いながら首を振ると、柊はあやすようにこちらの背に腕を回して抱きかかえた。そして、大事なものをいだくようにして片手で何度も背を撫で回す。

「んあっ、ぁ……や、やだって、ほんと、そこ……あっ」

　鈍い、異物感。

　入り込んできた指先に、俺は為す術もなく身をこわばらせるだけだ。

「力、抜いて……痛いことはしない」

「う、うそだぁ……だって、そんなの絶対、痛いって」

「大丈夫だから」

　柊の首元に埋めていた顔をあげて、彼と目を合わせる。すると、柊は欲情しきった瞳で熱く息を吐いていた。

（こいつ、俺で興奮してるのか？）

　そう思うと、途端にぞくりと背中に何か不思議な感覚が走り抜けていく。それと同時に下肢に入っていた余計な力が抜けた。

「……そう、上手だ」

「あっ、ああ……じょうず、とか、うれしくないし」

　俺の中を無遠慮にかき回す柊の中指。それは次第にぐちぐちと淫らな音を立て始めた。

（こ、これ、やばい）

　徐々に膨らんでいく自身。それを悟られまいと手で隠そうとするが、逆にその仕草で柊には勘づかれてしまった。

「……西村って、本当に素質あるんだな」

「う、うるさ……んっ、んんっ」

「初めてで、こんなに感じられるなんて……淫乱だ」

「ちがっ、俺は……俺はぁっ！」

「もしかして、一人でしたことある、とか？」

「そんなわけない……んっ、あ……はぁ……んっ」

　回る観覧車がてっぺんを過ぎる。

　隣にすれ違うワゴンのカップルの頭が見えて、思わずずり下がった。すると、柊の身体も釣られてそのまま俺の上へと降りてくる。

「すごい、これ……俺、襲ってるみたいだな」

「お、襲ってるだろ……現にいま！」

「ははっ、そうか……そうかも」

「……あっ、いや、あ……そこ、うご、かし……んんっ!!」

「はあ、でも……西村が悪いんだ」

　そう言うなり、指の動きが加速していく。

　一気に前立腺のあたりを責め立てられ、俺の背が弓なりに反り上がった。

「あひっ、ぁ……や、あ、も、無理ぃっ」

　イキそうかと問われ、何度も頷く。すると、膨れ上がった前にまで手がまわり、一気に扱き上げられた。

　観覧車はもう、三時の位置に差し掛かる。

「んくっ、んぅ……んああっ！　あ、い、も、もうっ！」

「西村……」

　ぐっと引き寄せられ、肺いっぱいに柊の匂いが流れ込んでくる。

　それを感じた瞬間……。

「あっ、…んくっ！」

　俺は、あっけなく柊の手の中で果てていた。
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「……もういい、お前は外回りに行け。西村」

「は、はい……」

「直帰でかまわないぞ。なんなら、少し休め。有給を消化してもかまわない」

「あ、いやっ、いえ、でも、でかいコンペも近々ありますし！　三星も出るんすから、負けられないです。頑張りますから」

「そうか。でも、無理はするなよ」

　そう言って、部長は俺から目をそらした。ロマンスグレーを綺麗に撫で付けた彼は、部下からの人望も厚い、とても理想的なリーダーだ。そんな彼の下に入社早々つけたことは、本当に僥ぎょう倖こうで。

　俺だって、ずっと彼に評価してもらいたくって頑張ってきた。つもり、だ。

　少なくとも、今日までは。

「西村、どうした？　お前にしては珍しい凡ミスばっかだな」

　カバンに資料を詰め込んでいると、前沢が心配そうな表情で声をかけてきた。

「なんでも、ない」

　なんでもなくなんかない。自分でもわかっている。昨日のことを考えると、胸が痛く、熱くなって、なんにも手につかないのだ。

　だが、どうしたらそれを誰かに言えるっていうんだ。

（男相手に……俺、何やってんだよ）

　……柊の考えていることがわからない。なんにも。

　それどころか自分のことですら、わからなくなってきつつある。

「部長に言われたから、俺ちょっと出てくるわ。お先」

「あ、おいっ」

「……？」

「あー、そのなんだ。気をつけて行けよ？」

「ん、あんがと」

　前沢に手を振って、カバンを担ぐ。そのまま、俺はオフィスを後にした。

（……外回りって言っても、アポなんかないし……アテもない）

　とりあえずは、どこかお得意さんに挨拶だけでも行こう。
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「あと、十秒……五、四、三、二、一」

　定時を超えたのを確認して、俺は顔を上げる。

（結局あんま行くとこなくって、早々に帰ってきちゃったし）

　なんとなく、定時より前に家に入るのは心情的に憚はばかられ、なにをするでもなく大塚荘の近くの公園で時間を潰していた。

「はあ、帰ろ」

　飲みかけの缶コーヒーの残りを一気に煽って、ゴミ箱に放り投げる。それは綺麗な放物線を描いてシュートを決めた。

（案外、まだまだいけんじゃね？）

　最近、野球をやっていなかったなぁと思うと、無性に身体を動かしたくなる。ああ、そうだ。バッティングセンターにでも行こうか……そんなことを考えながらも、それが億劫でもあって、ベンチから立ち上がったのはいいものの足は右にも左にも歩きだせずにいた。

「……あれ？　あれって、西村くんじゃない？」

「ん……？　あ、マジだ」

　そんな声が聞こえて、ふっと視線を公園の出口の方へと向ける。

　さほど大きくない公園だから、声の主はすぐにわかった。

「……あっ、矢澤さんと、基山さん」

「どうしたの？　もう、帰るとこ？　この間は、なんかごめんね？」

　ひょろっと背の高い基山が、いつもどおりのどこか自信なさそうな笑みをたたえて、こちらに手を振る。

「あ、いえ、それはいいんすけど……えと、帰りっす。二人もっすか？」

「ああ。今リハが終わったとこ」

　矢澤がそう言って、背負ったギターに視線をやる。小柄な矢澤の背にあると、それは異様なほど存在感があって、ちょっとぎょっとしてしまう。

「じゃあ、一緒に帰らない？」

　そう言ってくれた基山に、少しだけ悩んだ後頷いた。

　バッティングセンターはまた今度にしよう。

　身体を動かしたいのは山々だが、それ以上に今は一人でいたくない。だって……と、昨日のことが、一気に頭の中に流れ込んできた。

　抱きしめられたときの力、温度、匂い。それから、与えられた強烈な快感に、それから……あの、意地の悪い笑み。

「あ、お、俺……」

「ん？」

「帰り、たくないっす」

「……は？」

　矢澤に眼光鋭くそう返され、たじろいでしまう。だが、帰りたくないものは帰りたくない。

「あ、あのっ、お二人とも、俺、奢るんで飲みに行きませんか!?」

「えっ!?」

「お願いします！　この通り！　俺を助けると思って！」

　ぺこぺこと頭を下げながら、二人にそう続ける。矢澤が口を開いて何か言おうとしたのを、さっと基山が手を出して制した。

「な、なんかよくわからないし、俺たちで助けになるとは思えないんだけど……いいよ。この間はドタキャンして迷惑かけちゃったし、それに奢りじゃなくってかまわないよ、案外俺らも普通に稼いでいるから」

「おい、要」

「修くんだって、いいよね。お腹減ったってさっき言ってたし」

　基山のことばに、矢澤が大きくため息を吐いた。そして、少し視線を彷徨わせた後、後頭部をガリガリと掻いた。

「おめえ、こういうときだけ押しが強いよな。ま、いいけど」

「いいんすか!?」

「ん、ただし店は西村が選べよ。面倒だし」

　ぶっきらぼうにそう言って、矢澤が家と反対方向に歩きだす。俺も慌ててそれに倣ならって、公園を飛び出した。

（よかった……）

　問題は何も解決できていない。先送りにしただけだ。

　それでも、心は少し穏やかになった。ひとまずは、これで時間稼ぎができるだろう。
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「で……さっきから、おめえなんなんだよ」

「へ？」

　何杯目かのビールのジョッキを空けて、矢澤が俺を睨みつけた。

　一瞬、いったいなんのことかわからず阿呆のように唇を開いていると、基山が、はははと乾いた笑いを零した。

「だってさ、居酒屋に来てからずっと、西村くん、柊くんの話しかしないから」

「……うえっ」

　指摘されて、とっさに変な声が漏れた。

「え、マジすか」

「マジも大マジ」

　矢澤がそう言って、目の前の焼き鳥を串から器用に外していく。見た目も中身もガラの悪いヤンキーのような男だが、存外几帳面なところもあるようだ。

「で、でも……その、俺は……っ」

「西村くんは柊くんのこと、すごく憧れているんだね。それはよくわかったよ」

「あ……いや、じゃなくて、俺はその、むしろ憎たらしく思って」

「おめえ、自覚なしかよ……んっ、あ、かけすぎた」

　七味の小瓶を振って、矢澤は不愉快そうに眉根を寄せる。真っ赤に染まった肉を見て、あららと基山がつぶやいた。

「自覚なしっていうか……」

「まあ、でもよくある話だと思うな。ほら、同じ業界の人とかで自分よりうまく立ち回れる相手……って、妬みつつも憧れて、いいなぁ、俺もそうなりたいなぁって、そこから相手を知りたくなって……とか。うん、よくあることだと思うよ」

　そう言いながら、基山がちらりと矢澤を見つめる。だが、彼の視線に矢澤は気がつかず、もくもくと焼き鳥を頬張っていた。

「そう、すかね……」

　俺は、柊に憧れていたのだろうか。

（俺より、仕事ができて……俺の好きな子の、好きな相手で……）

　そう思えば、憧れていた、ということばはしっくりくるのかもしれない。

「で、でも、寝起きとかすっげえ機嫌悪そうだったし、なんかよくわかんないすけど、オンオフの切り替え半端ないし……見た目の王子ってイメージとは実際はなんか違うみたいだし、強引だし」

　そう俺がことばをつなげていると、矢澤が大きくため息を吐いた。

「何、おめえってゲイなのか？」

「ぶはっ!?」

　矢澤のことばに、思わず噴き出してしまう。ビールを飲んでいなくて、本当に良かったと思いつつ、慌てて首を左右に振った。

「ま、まさか！　だって、ありえないでしょ!?」

　そう、ありえない。だって、俺と柊は男同士で……あれ？　でも、ありえないっていうんなら、どうして俺はあいつの手で……。

「……っ」

　柊の欲情し、火照った瞳を思い出して、頬が赤く染まっていく。これは、アルコールのせいなんかじゃないって自分でもわかる。

「修くん、さすがにストレートすぎるっていうか」

「……なんで、ありえないって言えるんだ」

　続く矢澤のことばに、基山も俺も黙り込む。

「好きになったのが、男か女か。たったそれだけのことで、なんでありえない話になるんだ」

「あ……」

　矢澤が珍しく、攻撃性を潜めてうつむきながらことばを紡ぐ。弱々しい声音は何かを含んでいるようで、なんと返したら良いかわからなくなってしまった。

「修、くん？」

「ていうか、第一、俺のバンドの先輩にだっているだろうが」

「あっ、ああ、そうだね。確かに」

　基山が無理やり声のトーンを上げて、微笑む。若干引きつった笑みではあったものの、そのおかげで幾分か場の空気が和らいでいった。

（好きになったのが、男か女か……それだけの違い……）

　矢澤のことばが頭の中をぐるぐると駆け回る。

　自分とは縁遠い世界の話だと思っていたはずなのに、なぜだかそのことばには勇気づけられる何かがあった。

（……もしかして、俺って柊のことが……す、好きなのか？）

　はっと見上げると、時計はもう夜の十時半を指していた。残業の多いこの時期、柊が帰ってくるのなら今ぐらいの時間の可能性が高い。

「あ、あの……俺、ちょっと先に戻りますね」

「ん、勘定置いてけ。俺らはまだ飲んでくから」

　矢澤に促され、財布から適当に多めに抜いて置いておく。

「なんか、ありがとうございました！　そんで、その、先に抜けてすみません」

　二人にそう言うと、矢澤は一つ頷いた。そして、基山はいつもどおりの柔らかい笑みを浮かべて、大きな手をひらりと振ってくれる。

「いってらっしゃい」
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　店の外に出ると、もう気温はだいぶ下がっていた。だが、酒で火照った身体にはちょうどいいくらいだ。

　駅から家路につく人々に紛れて、大塚荘までの道を行く。

（やっぱり、きちんと向き合おう。んで、なんで俺にあんなことしたのか、とかちゃんと聞こう）

　これが恋心かどうかはわからない。

　だが、柊と向き合おうと決めたときから、鼓動は早鐘を打ち、早く柊の顔が見たいと心がざわめいていた。

　足早に真っ暗な路地を抜けて、狭い一本道を行く。次の角を曲がると、さっき俺のいた公園のあたりだ。

「……ん、あれって」

　角を曲がり終えたところで、見知った背中を見つけた。

（柊、だよな）

　電話をしながら、ゆっくりと歩く彼の姿に、なぜだか俺は歩調を落としてその後を追ってしまう。

（……で、電話切ったら、声、かけよう）

　そう言い訳をしながら、つかず離れず距離をとる。

「ああ、うん……わかってる。最近会えていないのは本当に悪いと……」

（よく、聞こえない）

　もう少し、近づいたらどんな会話をしているのか聞き取れるだろうか。

　だが、こんな盗み聞きするような真似……絶対によくないと思っているのに、どうしても俺は……と前のめりになってしまい――。

「ああ、好きだよ」

「えっ」

「……？」

　思わず、絶句する。

　振り向いた柊が、俺に気づく。そして、あの嫌な笑みを浮かべて……。

「……っ」

　なんだ、彼女いたんじゃん。馬鹿らしい。阿呆らしい。

「あ、俺……」

　そりゃあ、そうだろう。なんて言ったって、柊はこの業界の王子様だ。さらちゃんだって恋をしているんだぞ。彼女の一人や二人、いたっておかしくない。だから、俺にあんなことしたのだって、遊びなだけで……だから。

「……は、はは」

　笑ってやり過ごそうと思うのに、うまくいかない。視界が滲んでしまって、耳鳴りさえしてくる始末だ。

　ぶざまに泣き出す前に、柊の横を通り過ぎようとした瞬間。

「……っ!?」

「ああ、それで……あのことについては」

　ぐっと腕を引かれて、路地裏へと引き込まれていく。

（な、何!?）

　壁に押し付けるようにして抱きしめられて、そのまま柊の手がベルトへと伸びる。

「な……っ!?」

　あまりのことに動転して一瞬ことばを失うが、すぐに頭の中が真っ赤になるほどの強い怒りを覚えた。

（彼女と電話してんのに、何やってんだ！）

　力任せに振りほどこうとめちゃくちゃに手足を動かして暴れるが、まるで子どもをあやすかのように自然な仕草で、柊は俺の自由を奪っていく。

「……やっ、やめ」

　そう声を上げそうになった瞬間、柊はにっこりと笑って唇に指を押し当てた。

（し、静かにしてろってことかよ）

　大声を出してやる……そう思ってはみたものの、それで事態が好転するとは思えない。むしろ、男同士でこんな絡み合った姿を誰かに見られるなんて……俺には耐え難い苦痛だった。

「……んっ!?」

　柊の指先が緩めたズボンの隙間から下着の中に入ってくる。

　そのまま竿をぎゅっと握り込まれて、思わず身体が大きく跳ね上がった。

「……っ、く」

「ああ、うん……次は、今度の連休かな」

「はあ……っ」

　絶妙な力加減で扱き上げられて、ぶざまに声をあげそうになる。それを慌てて指を噛んでこらえながら、俺はされるがままに愛撫を施されていた。

「く、う……」

　この間とは違う、どこか乱暴な手つき。ふと見上げると、柊はずいぶんと興奮しているのか、頬を染め、愉ゆ悦えつに顔を緩ませていた。

（なんだよ、こんなエロい表情して）

　俺以外にだって、こんな顔しているんだろ？　見せているんだろ？　そう思うと、どうしようもなく腹が立って、腹が立って……悲しくなった。

「……うっ」

　涙がつぅっと頬を伝い、落ちる。

　だが、それでも与え続けられる乱暴な快楽に、俺はまた為す術もなく堕ちていくばかりだ。

「あ……あ……っ」

　はあっと自分から吐き出される息が熱くて、たまらない。

　頭の芯がぐらぐらと揺れて、もう正常な判断ができなくなってきた。

「ひいら、ぎぃ……」

　小さな、小さな声で、そう名前を呼ぶと……。

「……ふっ」

　――なんだよ、その顔は。

　そんなに、嬉しそうな顔をされたら、俺は……。

「い……っ、んんんっ」

　一気に膨れ上がった欲望が、あっけなく柊の手の中で弾ける。

「ああ、じゃあ……また」

　ぷつっと電話を切って、柊が自身の手にかかった俺の精液を見つめた。そしていやらしく微笑んで、指先に舌を這わせる。

「なんで、そんなにエロい顔してんだよ。西村」

「……くっ、ふざけんな！」

「……っ」

　パンと乾いた音が路地に響く。

　みっともないなんてわかっている。こんな格好で、こんな風に感情をぶつけて、俺はなんて惨めなんだろう。

　それでも、俺は柊の頬を叩かずにはいられなかった。

「はあっ、はあ……はあ」

「いった。何してんだよ」

「俺のこと、バカにしてんだろ!?　こんなこと……してっ、何考えてんだよ！」

　必死に吠えた俺を見つめながら、柊が叩かれた頬に手を当てた。

　だが、こちらを見る彼の視線は怒りに染まったそれではなく、むしろ……。

「バカにしてるに決まってんだろ？　バカ犬」

「あっ、やめ……っ！」

　挑発するようにそう言って、俺のズボンを引きずり下ろす。

　露出した肌が外気に触れて、ぶるりと震えてしまった。だが、そこに熱いものが当たって……。

「な、に、これ」

「何って、わかってるだろ？　西村にだって、あるんだから」

　くくっと乾いた笑いを浮かべた柊は、いつの間にかベルトを緩めて自身のそれを取り出していた。

「あ、や、だ……」

　何をされるか、さすがにそれがわからないほど俺だってバカではない。

　怖い。怖い。怖い……そう思っているのに、足は一ミリも言うことを聞いてはくれない。

「何が嫌なんだよ。わざわざ俺の後までつけてきて……」

　壁を背にする格好で追いやられ、両足を抱え上げられる。

　なんて、いやらしい体勢なのだろうか。なんで、それを男の俺が……？

　パニックを起こした頭は正常には作動せずに、どこか他人事のように俯ふ瞰かんしてそのすべてを見つめている。

「本当は、続きをしてほしかったんだろ？　いいよ、してやるから」

「ひっ、い……っ!?」

　すぼまりに先端を充てがわれて、悲鳴をあげそうになる。

　慌てて声を殺しながら、柊の背に縋りついた。

「やめっ、や……やだ、怖いっ」

「何が嫌なんだよ……こんなにひくつかせて……この間だって、可愛がってやっただろ？」

「だ、だって、あのときはこんな……いっ、い、あ……!?」

　ぐぐっと乱暴に入り込んでくる異物。鮮烈な痛みに、ぐっと柊のスーツに爪を立てた。

「いあっ、いた、いたいぃ……っ」

　漏れ出る情けない声に、自分でも涙が出る。

　いったい、俺が何をしたっていうのだろうか。

「はぁ……っ、すっご、中きつい……」

「いっ、やだ、うごかない、で……うごか、……あっ、あああ」

　自身の重みで、ぐぶぐぶと柊のそれを飲み込んでいってしまう。

　もちろん、そんな行為をしたことがあろうはずもない俺の粘膜は、悲鳴を上げて血をにじませていた。

「はあ……こっち向け、西村」

「あ……う、ぁ……んっ」

「そうだ。その顔……はあ……くくっ、本当に悦い顔だ」

「いぃい……っ!?　あ、ああ……っ」

　身体が中心から割り開かれる感覚。そして、それが一度引き抜かれ……また最奥へと戻っていく。

　ただ、痛いだけの行為。なのに、何度も挿そう抜ばつを繰り返されるうちに、何かおかしな熱が湧き上がってきた。

「あっ、ああ……何、これ」

「何、西村……後ろされるだけで、気持ちよくなってるの？　ふっ、本当にここが好きなんだな？　やっぱり、素質あるよ」

　素質とは、いったいなんのことだろうか。

　だが、褒められていないことだけはわかる。

「や、やだっ、これ、こわっ、ああ……い、やだぁっ」

「大丈夫だから、俺に任せてろ」

　耳元で囁かれて、鼓動が跳ねる。

　ダメだ。もう、自分で自分の感情を否定できない。

　こうやって、身体を重ねているとそれだけではっきりしてしまう。俺は、柊が好きなのだ。

「い、あ……もっ、やだ」

　自覚した途端に、増していく快楽。

　それから逃げ出そうと必死に頭を振るが、突き上げられる度にどんどんと淫らな声が唇からこぼれて、溢れて……止まらない。

「……ひいら、ぎ……ひいらぎぃ……っ」

　好きだという一言は飲み込んで、代わりにぼろぼろと涙を流す。

　どうしようもないほどに強い衝動がこみ上げてきて、柊の背に一層強くしがみついた。

　それと同時に、柊の手が俺自身に伸びて、ぎゅっと強く握り込まれた。

「はぁあっ、う……や、ぁ、ひいらぎぃっ」

「はあっ、そんな声で呼ぶな……っ」

「俺、俺ぇ……もうっ」

　路地裏に淫らな水音が響いて、二人の熱が高まっていく。そして、それが限界まで達した瞬間――。

「い、あ……っ、あ……っ」

「……くっ」

　どくどくと体内で脈打つ、柊自身。その熱さにやられて、俺も二度目の高みへと昇りつめた。

「あ、あ……」

　放心している間に、柊のモノがずるりと身体から抜け落ちていく。それを悲しいと思った自分の……その、あまりの浅ましさに、一気に吐き気がこみ上げてくる。

「……う、うえ……っ」

「…………」

　えづく俺を見下ろす柊は、どこか恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

「お、俺……」

　ずるっと壁にもたれたまま、涙が一しずく頬を濡らしていく。鈍く痛む下腹部が今起こった出来事は嘘ではないのだと告げていた。

「……い、やだ」

「えっ」

　無意識のうちに、唇からこぼれ出たことば。

　それを柊に聞き返される前に、俺は体勢を立て直し、駆け出した。

「あっ、待て……！　西村っ」






　　　＊






　――バタンと扉を閉めて、そのままベッドに身を投げる。

「あ……くっ、う」

　痛む身体を引きずりながら、それでもなんとか走って部屋まで辿りついた。

　後ろから柊の声は聞こえたが、追ってくる気配はなかった。

（気持ちわるい……）

　何もかもが、気持ちわるい。

　恋人がいるのに俺と身体を重ねた柊も、そんな柊に触れられた身体も、触れられたことを嬉しく思った自分自身も。その全てが、気持ちわるい。

「う、あ……」

　流れるままに涙を流し、両腕で自分の身体を掻き抱いた。

（俺、何やってるんだろう）

　いまだ身体に残る、柊の体温。柊の、熱。

　それを頭の中から、追い出したくて……俺は、ただひたすらに泣き続けた。
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「……何、あれ」

　足をひょこひょこと引きずりながら走る西村を見ていると、どうにも追いかけてはいけない気持ちになった。

　少し丸まったその背を思い出すだけで、ぞくぞくと背筋に愉悦のようなものが走り抜けていく。

（反則だよな、正直）

　おれの一挙一動に反応する、かわいいダメ犬。……かわいい、おもちゃ。

　壊したいなんて、思っていたわけではない。

　だが、振り向いたときのあの顔を見たら……。

「……っ」

　思い出すだけで、たまらない。

（ほしい……）

　西村が。西村の心が、身体が、たまらなくほしいのだ。

　すべてを支配したい。

「俺も、大概だな」

　好きな子ほど、いじめたい。

　そこまで、自分がガキだとは思わなかったが、俺に振り回されている西村を見る度にサディスティックな欲望が滾たぎって、たまらなくなるのだ。

「はあ……」

　ふと見上げると、建物の隙間を縫って、墨を撒き散らしたような真っ暗な夜空が広がっている。今日は、ほとんど星も見えない。

「……重症だ」

　もっともっと、お前が俺でいっぱいになればいいのに。
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「……っし、今日もやるか」

　スーツを着込んで、最後にネクタイをぐっと締める。

　鏡の中の俺は、あまり顔色がよくない。最近の寝不足が祟っているせいか、クマもくっきりと浮かび上がっている。

（……まあ、クライアントに会うわけでもないし）

　ふっとカレンダーに目をやった。今日は土曜日だ。

　本来なら休日のはずなのだが、大きなコンペが控えているため、休日返上で作業し通しなのだ。

（ちょうど、いいよな）

　あれから数日が経ったが、まだまともに柊の顔を見られる気がしない。

「…………」

　――あんなことがあったのだから、当然といえば当然かもしれないが。
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「あら、今日もお仕事なの？　侑李くん、顔色悪いわよ」

「おはようございます、夏生さん」

　まだ時刻は朝の七時前。リビングに居たのは、夏生だけだ。

　彼はすっぴんにパジャマという格好で、優雅にハーブティーを飲んでいた。

「じゃあ、俺ちょっと行ってきますんで……って、ちょっ、うあっ!?」

　その横を通って、俺が玄関に向かおうとすると、突然夏生にぎゅっと裾を掴まれる。そのままつんのめりかけて、ぶざまに声をあげた。

「な、何するんすか」

「んもう、あんまりにおブスな顔しているんだもの。放っておけないじゃない。侑李くん、最近みんなとの晩ご飯にも参加してくれないし……ちゃんと食べてないんじゃないの？」

「えっ、いや、そういうわけじゃ……」

「じゃあ、昨日の夕飯は？」

「え？」

「昨日の昼ごはんは？」

「あ、あのっ、その……」

　畳み掛けるように問われ、とっさに答えが出てこない。あれ？　俺は昨日何を食べたっけ。

「……はあ」

　そんな俺を見て、深くため息を吐く夏生。

　そっと彼は隣の椅子を引いて、視線だけで俺に腰掛けるように促した。

「ん……あたしが、おにぎりだけでも作ってあげるから、ちょっとそこ座ってなさい」

「えっ、でも……」

「いいの。ここで食べたくないっていうのなら、会社でお食べなさい。きちんと栄養バランスを考えて、握ってあげるわ。だから、しっかり食べること。わかった？」

「……は、い」

「もっと、元気にお返事！」

「は、はいっ」

「よろしい」

　満足気に笑って、夏生が立ち上がる。そのまま彼はキッチンへと向かい、鼻歌を口ずさみながらおにぎりを握り始めた。

（あ……いい音）

　何を切っているかはわからないが、トントントンと規則的に包丁とまな板が音をたてる。その崩れないリズムはそれだけで、夏生が料理上手なのだと如実に物語っていた。

（夏生さんの料理、うまいんだよな。そういえば、確かに最近は誘われても断ってた……よな）

　それを思い出すと、途端に腹がぐうと騒ぎ出す。ああ、俺、腹が減っていたんだな、なんて他人事のように思ってしまう。

「はい、できたわ。あんまり大したものじゃないけれどね」

「あ、ありがとうございます」

　渡された紙袋の中を見ると、水筒が一本と大きめのおにぎりが三つ。そのすべてが綺麗な三角形に整えられており、とてもおいしそうだ。

「水筒はお味噌汁よ。昨日の残りで申し訳ないんだけど、早いうちに飲んでしまうなら大丈夫でしょう。それで、おにぎりは塩サバと菜っ葉、それから肉味噌と葉唐辛子、あとは鮭わかめ。どれも自家製よ！」

「……わ、ふりかけとかじゃないんすね」

「ふりかけ？　そんなおブスなもの使わないわ！　いい？　食は体なり。心なり、よ。食べるものでメンタルまで変わってくるんだから。きちんと、おいしいもの食べないとダーメ」

「な、なるほど」

「……で、侑李くん。あなた、無理しすぎないようにね。別に何があったのか、全部話せなんて言わないわ。でも、無理だけはしちゃダメよ。だって、理が無いから無理なんだもの。できないことはできないって、きちんと断るのよ」

　夏生の心遣いが嬉しくて、頬が緩んでしまう。

　別に話した覚えはないが、俺が他人の仕事まで抱え込んで根を詰めていることを、彼には気づかれてしまっているのかもしれない。

「ありがとうございます。本当に。……ありがたく、食べさせてもらいます」

「ん、そうね。そうしてちょうだい」

　ふぅっと軽く息を吐いた夏生に頭を下げて、リビングから廊下に続くドアに、手をかけた瞬間。

「あ……」

「西村」

「……いっ、いってきます」

「あっ、侑李くん。気をつけて行ってくるのよ！」

　自室のドアから出てきた柊と目が合ってしまい、俺は思わず玄関へと一目散に駆け出した。

　背に、夏生の心配そうな声がかかるが、もう振り返ることはできない。

（会いたくなかったのに）

　そう思いながら俺は大塚荘から逃げ出すように、朝の澄んだ空気の中、通りの道へと一歩を踏み出した。
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「はあ……」

　西村が去った後の部屋に、夏生のため息が響いた。

（そんな風に、これみよがしに困ったって顔、されてもな）

　そう思いながら、横を素通りしようとすると……。

「待った」

　伸びてきた腕に、ぐっと腰のあたりを掴まれてしまう。

「何」

「別に、アンタがどこでナニしてようと、ぶっちゃけどうでもいいわ。で・も、うちの店子に手をだしたら、それは別の話よ。いい加減にしなさい」

「店子って、俺も店子なんだけど」

　そう言うと、夏生がふんっと鼻を鳴らして眼光鋭く見上げてくる。

「アンタは店子は店子だけど、もはやどうでもいいわ。親同士が知り合いとか言って、安くで住まわせてあげてんでしょ？　なんなら、出ていってもいいんだからねっ」

　夏生のことばに、両手を軽く上げる。

　別に出ていくことには何の問題もない。稼ぎだって十二分にある。だが、俺がここに住んでいるのは……。

「けどけど、どうせお父さんがそれを許さないと思うわよっ」

　……父の顔を思い出し、朝からうんざりしてしまう。

　なんだって、このオカマはそうやって人の嫌なところを突くのだろうか。

（ってまあ……俺が、西村に手を出したせいか）

「アンタがまともな恋愛できないってのは知っているわ。それが、あのくっそうっざいオヤジのせいだってのも。ノンケのアホ幼馴染に、キモーイとか言われていまだに落ち込んでんのも、ぜーんぶぜーんぶ知ってる。だてに付き合い長くないのよ!?」

　そこまで一息に言って、夏生は不機嫌そうに腕を組み替えた。

「け・ど、そんなアンタの事情はあの子には一切、関係ないわ」

「……何、西村は俺のことであんな風に落ち込んでるって、お前に相談でもしたのか？」

「べつに……言われなくてもわかるわよ。大家だもの」

「なんだそれ。意味がわからないな」

　そう返しながらも、頬は自然と緩んでいってしまう。

　心の底から湧き上がる、ほの暗い感情。それは、喜びだ。

　――自分でも、最初はわからなかった。どうして、こんなに西村に興味を抱くのか。そして、嗜虐心をそそられるのか。

　だが、あいつを抱いてから、だんだんとそれの理由がわかってきたような気がするのだ。

「アンタのその目……っ」






「何？」

「……なんでもないわ」

　夏生は何か言いたげにしながらも、そう言って目線を下げた。

（……それにしても、本当に嫌なことを思い出させやがって）

　完璧主義者の親父にとって、俺はゲイであるというその一点だけで欠陥品に成り下がる。そりゃあ、そうかもしれない。嫁の顔も、孫の顔も、見せられないのだから。

　だから、せめても……と、それ以外で望まれる、そのすべての〝完璧〟に答えてきたつもりだ。だが、結局その築き上げてきた努力は一人の男によって木っ端微塵にされてしまったわけなのだが。

　あいつは、何がしたかったんだろうか。想いを告げた俺を気持ちわるいと罵った幼馴染は、どうしてそこで止まってはくれなかったのだろう。

　――昔っからお前のことが大嫌いだったんだよ。

　お前といると、俺は一番にはなれないだろう？　だから……――。

「…………」

　俺が西村に惹かれる理由。

　それは……あいつが、どこまでもまっすぐで、穢れもない……無垢だから。

　ああ、俺の憧れ、そのものなんだ。
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「おい、西村……この資料ってさ」

「ああ、それっすか。それはあっちの山んとこ……っと、ああ、それ、そのファイル、左から三番目っすよ！」

「すげえな、よく覚えてんなぁ」

　休日返上で出社してきた同僚やチームの先輩たちと、プレゼン用の資料の山を切り分けていく。昼食の時間を作るのさえ惜しく、俺は片手で夏生の作ったおにぎりを掴んで、頬張っていた。

「んむ……んぐ、こっち三つの山は俺が作ったんす。類似案件のヤツ、全部引っ張ってきました。んで、だからこれに被んない新しい魅せ方ってのを提案したくて……」

「はあ、なるほどな。もうここまでくると、俺たちチームがどうとかっていうか、西村の案件だな」

　そう言って先輩はケラケラと笑う。彼は俺が指したファイルを拾い上げて、中身を読み始めた。

「負けられないもんな、西村」

　不意にそう前沢に声をかけられ、一瞬、詰まる。

「お？　あ、なるほどな。今回の競合は三星かぁ……西村もよくもまあ諦めないよな。なんてったって……」

　前沢のことばを受けて、先輩が資料から顔を上げた。

　続くことばは、だいたいわかる。

「相手が、王子だからっすよね」

「おお、わかってんじゃん」

「王子だかなんだか知らないっすけど、俺……負けたくないんで……って、ははっ、生意気言いましたね。でもそんぐらいの、気概があるってことで！」

　自分で思っていたよりも、ずっと低いトーンの声が出てしまい、慌てて笑ってごまかした。

　だが、いまのそれは本心だ。王子だろうが、なんだろうが、俺は負けたくない。あんな奴に、負けられないのだ。

（柊……）

　今朝、鉢合わせたときの柊の顔を思い出して、かっと頬が熱くなるのを感じた。それと同時にあの晩の体温、鼓動、吐息……それを瞬時に身体が辿っていき、ぐらりと頭の芯が揺らぐ。

「ちょっ、西村!?」

「あ、れ……俺……っ」

　寝不足だったからか、揺らいだのは頭の芯だけではなく身体の芯も一緒で、そのままその場に膝をついて、くずおれる。

　あれ、今朝はなんともなかったのに。ああ、でもさすがに三時間睡眠が続いていたから……。

「……お、おいっ！」

　駆け寄ってきた前沢が、何かを言っている気がする。

「し……むらっ！　……らっ！」

　だが、何を言っているのかはまったく聞き取れない。それどころか、耳鳴りがひどくなっていき、そして――。

「…………」

　ぷつりと視界が途切れた。
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「ん……ん……あれ、ここって」

「あ、目が覚めたか？」

　目を開けると、そこにいたのは前沢だった。

（いま、一瞬……俺、柊がいたら……なんて……本当に、バカだな）

　自嘲気味に笑いながら、前沢にことばをかける。

「ごめん、ここどこ？　運んでくれたんだよな」

　あたりをきょろっと見回してみるが、どうやら知らない場所のようだ。いったいここはどこだろう。

「ん、いいよ。ここは俺んち。っていうか、まだ横になっとけって。西村、熱出して倒れたんだよ」

「う、そ」

「いや、嘘ついてどうすんだ」

「うわあ……そっか、なんかごめん」

「いや、いいんだけどさ。……風邪、なんじゃね？　とりあえず俺んち近いから、みんなで運んだんだけど……っと、西村も起きたんだし、熱、もう一回測ろうぜ」

　前沢に促されて、ボタンを外すと体温計を手渡される。

「…………」

　確かに、そう言われれば身体はまだどこか熱いし、ぼうっとしていて、全体的に倦怠感もある。ここ数年、風邪なんて引いていなかったからもう感覚を忘れてしまったが、確かにこれは風邪の症状なのかもしれない。

「こんなときに、俺……最悪じゃね」

　はあっと深々息を吐くと、脇に挟んだ体温計がピピピと音をたてた。

「……んあ、７度８分。……病院に行くほどじゃないかも」

「えっ、行っとけよ。最近、西村ずっと働き詰めだったろ？　部長じゃないけど、俺も一度しっかり休んだほうがいいと思うんだよね。みんなの仕事もらいすぎ……まあ、押し付けるのが悪いんだけど」

「……かな」

　前沢に叱られて、なんとなくバツが悪くなる。だが、そうは言っても家で療養というのが一番嫌なのだから、どうしようもない。それに、今度のコンペには本当に賭けているのだ。

「続くようだったら、薬くらいは貰いに行ってくるわ。それにしても、前沢、周りのことよく見てんだな。ほんと、偉いわ」

　ははっと笑うと、前沢が少し困ったように目を伏せた。

　すぐに何かことばを返されると思ったのだが、不意に訪れた沈黙に困惑してしまう。

「前沢……？」

「あの、さ。周りのこと、よく見てんじゃないんだわ」

「え？」

「……西村のこと、よく見てるだけだから」

　じっと見つめられ、息が止まる。

「それって……そのっ」

「好きなんだ。西村のことが」

　前沢にのしかかられてギシッとスプリングが軋む。途端に、心臓が痛いほどに鼓動を打った。これはなんだ。

　……この感情は……恐怖？

「あ、俺……っ」

「ごめん。言わないでおこうと思ってたんだけど、ずっと、何かに悩んでる顔してんの……見てて、本当につらくて……」

「まえ、ざわ？　だって、俺……男だし、何言って……」

「男同士って、やっぱ……ダメ？」

　今にも泣き出しそうに、ふにゃっと表情を崩した前沢を見て、なんと言っていいかわからなくなった。

　そのままことばを探してうつむいていると、前沢の指先が俺の顎をとらえて……ぐいっと持ち上げた。

「わかってる。西村は優しい奴だから……だから……」

「やっ……やめっ」

　奪うように口付けられて、身体が硬直する。

（何？　なんだ、これ）

　身体に走る、尋常ではない違和感。

　柊に触れられたときとは違う。あの、とろけるような感覚とは違う何か……。

「……はあっ、んちゅ……もう、我慢できない」

「やっ、おま、え……っ」

　唇を離した前沢が、熱っぽい瞳でこちらを見上げてくる。

　だが、その欲情しきった表情にさえ嫌悪感と耐え難い恐怖がこみ上げてきて……。

「ごめ、ん……っ！」

「うわ!?」

　渾身の力を込めて、前沢の身体を前に突き飛ばす。

　そしてよろめきながらも、できた隙間を抜けて、無我夢中で前沢の部屋から飛び出した。






　　　＊






　生ぬるい風が、俺の頬を撫でる。

「はあっ、はあ……はあっ」

　熱に浮かされているせいか、視界はぼんやりと滲んでいた。

　適当に足を突っ込んだだけの靴はかかとが不格好に潰れてしまっているが、いまさら立ち止まることもできず、俺はただただ街の中を走り抜けていく。

「……っ」

　前沢の想いに何も答えずに、逃げ出してきてしまった。それを思うと胸が苦しい。だが、いまはそんなことよりも……ただ、柊に会いたかった。

　柊に会って、触れたい。

　触れて、自分の気持ちを確かめたい。

　そればかりがぐるぐると頭の中で回って……。

「は……あ、やっと、帰って……きた」

　どこをどう、どれだけ走ったかはもうよくわからない。

　ただ、気づいたときにはもう大塚荘の前まで帰ってきていた。

「柊に、会わなくちゃ……」

　立ち止まったことで、一気に身体中の熱が噴き上がっていくようだ。額から流れた汗が頬を伝い、ぽたりと雫になって落ちていく。

　熱は、きっと上がってしまっただろう。

　それでも俺は無心で、ただポケットの中から鍵を手繰り寄せようとして……――ずるりと膝をついた。

「……はあ、はあっ」

　熱く火照る身体。徐々に呼吸さえも苦しくなっていく。

　……そして俺はまた、ゆっくりと目を閉じた。






　　　＊






　真っ暗闇の中、熱い、という感覚だけが染みていく。ただ、ひたすらに熱い。

　それが病気のせいなのか、それともいろいろなことがありすぎて脳がキャパを超えてしまったせいなのか、わからない。

　だけど、のどが渇いてたまらなくなって……うっすらと、光が見える方に手を伸ばす。

「……は、あ……み、ず……」

「西村……水、飲めるのか？」

「ん……水、のみたい……って、あれ……？」

　目を開けたそこにいたのは……。

「柊、だ……ぁ」

「……おい、西村……っ!?　ちょっ」

「あいたかっ、た……俺、ずっと……っ」

　腕を伸ばして、柊の身体を抱きしめる。

　これは夢だ。

　じゃなかったら、おかしいだろう。こんなに、都合のいい展開は。

　だから、夢なら。夢でくらいなら……素直になったっていいと思うんだ。

「にし……んっ!?」

「ちゅっ、はぁ……柊、俺、柊が……好き」

「……っ」

「ずっと、ずっと……柊に憧れて、羨ましくて……だから、嫌いで……でも、気づいたら、好きになって……」

「ねえ、好き」

　一度、ことばを紡ぎ出してしまったら……もう止められない。

「好き……好きなんだ」

　ぐっと腕を伸ばして、何度もつぶやく。首元に顔を埋めて、すぅっと息を深く吸い込んだ。

　ああ、夢にしては……なんて鮮明なのだろう。

（幸せすぎて死にそ……ん？）

　抱きしめていた柊の身体が身じろいで、何か熱いものが足にあたる。

「……西村、それは俺が初めての相手だから……だから、快楽を愛情だと錯覚しているんじゃないのか？」

「ちがっ、違う」

「なんで、違うって言い切れるんだ？」

「だって……だって、俺、やだったんだ。柊以外に触られるのは……」

「えっ、触られた？　誰に？　どこに？」

　俺に覆いかぶさるような格好で、柊が顔を上げる。焦ったような表情を見せた彼を見て、違和感を覚えた。

（あれ……？）

　これは、本当に夢なのだろうか。

「えっ、誰にって……え、前沢に？　だけど……？」

「はあ……やっぱり、あいつ……」

　なんで、俺がされたことを、俺の夢の中の柊は知らないのだろう。

「待って……これ、まさか、夢じゃない？」

「……夢？　いったい、なんのはな、し……あ、そういうことか」

「あ、あああああ……」

　にやりと、あの嫌な笑みを浮かべた柊が、ぐっと距離を詰めてくる。

「ちかっ、近い！　ちーかーい……っ」

「なあ、もう一回……さっきみたいに、言ってみろよ」

「えっ、あ……なんの話かな、えっと、あー……俺、熱あるし……だから、わからな……んっ、んちゅっ、ふ……あ、ひいらぎ……っ」

　乱暴に柊の腕が背に回される。そのまま貪るように口付けられて、舌と舌とが絡ませられていく。

　前沢にされたことと、何が違う？　行為自体は何も変わらないだろう。

　何が違う、というのなら、相手が……柊だから。

　だから、こんなに身体が熱くなって、とろけてしまいそうだ。

「……あっ、ふ……んちゅっ、ひいら、ぎ……っ」

「優しく、してやれないけど、いい？」

「ん……いい……でもっ、あ……ああっ、ん」

　そんなことばとは裏腹に、俺の身体をなぞる柊の手つきは柔らかなものだ。いつの間に着替えさせてくれたのか、着ていたのは柊のパジャマで……すんっと息を吸い込むと、柊の香りで肺が満たされていく。こいつ、スウェット以外も持っていたんだ、なんて。

「ねえ、どこ触られたの？　どんなふうに？」

　見つめてくる柊の瞳は、熱く揺れている。

「もしかして、嫉妬……してんの……？」

「……そうだって、言ったらどうするんだ？」

　そう言いながら、柊が自身の指先を咥え、いやらしく唾液を絡める。

「あっ、や……そこ、急に触ったら……っ」

　ズボンの中に潜り込んだ濡れた指先が、すぼまりに押し当てられる。そのまま指が俺の中に入り込んで、掻き回されていく。

「ふ、あ……あっ、あ……やっ、ぁあ」

「こんなところまで、触られたりはしてないよな？」

「あっ、や、そんなふうにしちゃ……っ」

　柊がナカで指を折り曲げて、腸壁を擦り上げる。その探る指先が、一点をかすめた瞬間、腰が勢いよく跳ね上がった。

「ひい、ぁっ!?」

「……西村は、ほんと、才能あるよ」

「やっ、ぁあ……それ、おかしっ、おかし、なるからぁ……」

　前立腺を擦り上げられて、ゾクゾクと背中に快感が走っていく。

　ああ、やっぱりそうだ。やっぱり、柊に与えられる刺激は嫌ではない。

　むしろ……。

「ああっ、う……ふ、あ」

「何、笑ってるの？」

「ん……だって、うれし……から……」

「え？」

「柊に、触られるのは……嫌じゃ、ない……あっ、やぁ」

　ぐちゃぐちゃと後ろをほぐされていき、指が一本、二本と増やされていく。その感触に興奮を覚え、俺の自身も一気に膨れ上がっていった。

「……っは、ぁ、……も、無理……っ」

「とろけた顔して……気持ちいい？」

「んっ、ん……っ」

　何度もこくこくと頷くと、途端に柊の顔も緩んでいく。

　熱く滾った柊の肉棒が布越しに、俺の股間に触れて……たまらない。

「……んっ、もう……俺っ」

　促すように服の裾を引くと、柊がはあっと熱い吐息を漏らした後、ズボンを脱ぎ捨てた。あらわれた猛るソレに、ごくりと唾を飲む。

「……足、開いて」

　柊の声に応えるように、足を開く。

（はずか、しい……）

　かあっと頬が赤くなるが、もうさっきのことばで十分一生分の恥はかいただろう。

（だから、もういい……）

　好きな人に、触れてもらえるのなら、それでいいんだ。

「あっ、ああ……い、あ……んんっ、んぅ……っ！」

「力、抜けって」

「でもっ、あ……だってっ」

　柊の先端が徐々に俺の中に飲み込まれていくのが見える。

　つらそうに眉根を寄せた柊の表情はやたらとセクシーで、見ているだけで下腹部がきゅんっときつく疼いてしまう。

「あっ、う……あ、ああ……奥まで、きてっ」

「あんま、締められると……もたない、から、やめろって」

「……ふ、ふふっ」

「……何、笑ってるんだ？」

「ひいらぎ、も、そんなカオ、すんだな」

「……っ」

「生意気」

　足をぐっと抱え込まれて、体重をかけられる。そのままリズミカルに最奥を突かれて、思わず柊に縋りついた。

「あっ、あ……好きっ、好き……っ」

「……ふっ……んっ、舌、出せ」

「は、ふ……？　んちゅっ、ちゅ……あ、あふ……っ」

　何度も何度も奥を穿たれて、お互いの境界が曖昧になっていく。

　それと同時に、口付けられて、食まれて、吸われて、快楽でどろりと何かが溶け出していった。

「んっ、んちゅ……も、だめ、おれ、いっちゃ」

「……いい、から……西村……っ」

「もっと、呼んで……っ！　もっと、俺の名前、呼んで……っ」

「はっ、西村……っ、かわいい」

　ふっと口元を緩めた柊が、足を抱えなおして角度を変える。

　すると突端が前立腺に当たり、一気に引き絞られるような強い刺激が駆け抜けていった。

「あっ、ああ……っ！」

「西村……っ」

「ひいら、ぎ、いっしょに……っ！」

　そう懇願すると、柊が頷いてくれる。

　それだけで、嬉しくて……嬉しくて、心が満たされて……。

「んっ、んん、あ……もうっ、ああ……っ！」

「……っく」

　幸福感に包まれながら、二人で高みへと昇りつめていった。
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「……はあ……んん」

　荒い息を吐いて、柊の腕の中で半回転する。正直、仰向けでいるのは今、とてもつらい。腰が鈍く痛んで、しんどいのだ。

「つらい？」

「……うん」

「っていうか、よく考えたら熱あっただろ？　大丈夫か？」

「うぅん、大丈夫じゃあない」

　そう返すと、柊が身を起こし俺の顔を覗き込む。その吐息のかかる距離の近さに慌てて顔を背けてしまう。なんだか、とても恥ずかしい。いまはどうしても、顔を見ないでほしい。

（ああ……どんどん、冷静になってく……すっごい、しんどい。いろんな意味で）

　夢だと錯覚していたとはいえ、自分の痴態は思い出すだけで吐きそうになるほどにつらいものだ。

　だが……。

「……んっ、動くな。……ああ、熱、もうないな」

　額をこつんとくっつけられて、胸の奥がもぞついてしまう。

「風邪じゃなかった、のかも。……過労とか、ストレス、とか」

「ストレス……それって、俺のせい？」

「……ったりまえだ、バカ」

　つぶやくと、くすぐったそうに柊が笑う。

　その表情は満足そうにも見えるし、同時にどこか不安げにも見えた。

（なんだ、こんな顔もするんだ）

　自分の知らなかった新たな一面を垣間見て、嬉しくなってしまう。ああ、やっぱり自分は柊が好きだ。もうそれを偽ることなどできるはずもない。

「なあ、西村」

「ん……？」

「ゲイなんて、気持ちわるくないのか？」

　柊の問いに、思わず詰まってしまう。

　確かに、ゲイなんてありえない。男同士なんて気持ちわるい。そう思って、自分の感情を否定したりもした。だけど素直に、自分の恋心を見直せるきっかけになったのは――。

「俺は、自分で自分のことゲイだとは思ってないんだよな」

「え？」

「ただ、たまたま好きになったのが……お、男だったってだけだって……そう、思ってるから……う、受け売りなんだけど」

「……！」

　自分でもわかるほどに、みるみる頬が熱くなっていく。

　でも、これは大事な場面だから……そう思い、しっかりと柊の目を見つめて、そう告げた。

　柊はあっけにとられたように動きを止めた後、一瞬、本当に一瞬だけ、至極幸せそうな笑みを浮かべてくれた。だが、それはすぐにいつもの意地悪な笑みに上書きされていってしまう。

「へえ？　そんなに俺が好きなんだ」

「うぐっ。そ、そうなるかな」

「そうじゃなくって、好きだって言えよ」

「い、言えるかよ！　バカ！　シラフで言えるか！」

　くくっと喉で笑って、柊が俺の額にそっと唇を押し当てた。その仕草は、とても慈しまれているかのようで、思わず錯覚してしまう。

「じゃあ、態度で示してみたら？」

「え……っ、態度って……」

「口でシてみて。本当に嫌悪感がないなら、できるだろ？」

「くっ、口!?」

　思わず、素っ頓狂な声をあげてしまう。まさか、そんな要求をされるとは。

「何、嫌なの？」

　嫌なわけではない、と思う。だが躊躇してしまうのは確かで、シーツを掴んでぐぐっと顎のラインまで持ち上げた。

「……嫌、とかじゃないけど」

　俺も、柊も、上だけ服を着てはいるが、下半身は裸体だ。なんだかそれが恐ろしく心もとなくなって、足をばたつかせた。

「じゃないけど？」

　肩に腕を回されて、身体を密着させられる。くっつけられたソコはもう確かな熱を持ち始めていた。

「……くっ、わかったよ。見せてやる。俺が本気なんだってこと！」

「ははっ。じゃあ、お手並み拝見だな」

「て、手並みも何も初めてやるっつーの！　噛んじまっても、文句言うなよ!?」

　衣擦れ音が響いて、柊が身体を完全に起こしきる。

　そのまま俺の身体をまたぐようにして柊が腰掛けて、目の前に立ちあがったソレが現れた。

　こんな風に、まじまじと誰かのモノを見たことなんかない。むしろ、見たいと思ったことだってない。

（だけど……）

　なんでだろう。柊のモノだと思えば、嫌じゃない。

　むしろ、さっきまで俺のナカにいたのだと思うといっそ愛おしいくらいで、ごくりと喉が鳴った。

「……じゃ、じゃあ……んっ、ちゅ……」

　控えめに先端の丸みに唇をつける。そのまま、軽いキスを全体に施していくと、ビクンと大きく柊のモノがはねた。

（うわぁ……なんだ、これ）

　気持ちいいと思ってくれていると、ダイレクトに伝わってきて興奮してしまう。今度は舌を出して、おそるおそる括れのあたりに押し付けてみた。

「はあ……っ」

　柊が甘い吐息を零して、そっと俺の頭に手を当てる。そのままこちらの髪の毛を弄ぶように指を絡めて、目を細めた。

「……もっと、して」

　掠れた柊の声に戸惑いながらも、求められることが嬉しくて、徐々に行為はエスカレートしていく。

「……はぁ……んっ、む」

　最初はキスをして、舐めあげるだけだったのだが、もっともっと柊に感じてほしくなって、意を決して口を大きく開けて咥えこんでみる。

（は……あっ、なんだこれ、熱い……っ）

「くっ……」

　先端から噴き上がる先走りも、ソレ自体も、すべてが熱くて……。

（ダメだ……なんか、エロい）

　じゅぶじゅぶと音をたてながら、一心不乱に頭を上下させる。舌を竿に絡めて、吸い上げていくうちに、口内に唾液がたまり始めた。

（これって、飲んで良いのか？　……でもっ）

「……にし、むら、そのカオ、やばい」

「ん、ふ……？」

　口元から唾液がだらりと垂れ落ちていく。それを柊が指を伸ばして、掬い取った。

「やらしい奴」

「やらしいって……だって……」

　肉棒から唇を離して、柊を見つめる。すると、柊が無言で腕を広げてみせた。

（何これ。来いって言いたいのか？）

　何か言えばいいのに、柊は何も言わずただ腕を広げるのみだ。その仕草はまるで母に抱きしめられるのを待つ子どものようで、つい笑ってしまう。

「王子、ねぇ……？」

「……は？」

「なんでもない」

　わがままで、乱暴で、俺様なこの男のどこが、いったい王子様だというのだろうか。そんなことを思いながら、それでも腕を広げてくれている絵面に胸が高鳴って、彼の身体に抱きつく格好でベッドから起き上がる。

　腕の中にすっぽり入り込んで、しばらくじっと見つめ合う。そのまま何も言わずにいると、不意に柊が耳打ちしてきた。

「……キス、してみろよ」

「き、キス……って、柊、お前っ」

「さっきは、自分からできただろ？　何、熱出してないとできない？」

「……くううっ。あれは忘れろ！　さっきのはノーカン！」

「かわいかったのに……そりゃあ、無理ってもんだろ」

「ひあっ!?」

　柊が耳じ朶だを食んで、低く囁いてくる。かわいい、ということばがダイレクトに股間に響いて、一気に反応し膨れ上がっていく。心はともかく、もう身体のほうは完全に柊を求めて、疼いてしまっている。

「……その声、そそられる。ほら、早くキス……」

「わっ、わかったから……もう、そこで、喋んなぁ……っ」

　情けない声をあげながら、柊の肩を掴んで距離をとる。そして、しばらく彼の顔を見つめた後……深呼吸を一度。

「……はぁあ……よ、し。……んっ、これでいいだろ？」

　軽くちゅっと唇を押し当ててから、また身体を離そうとする。だが、柊が逃げる俺の腕を掴んで、また乱暴に引き寄せられ……。

「んちゅっ、ちゅ……」

　引き止めるように唇を重ねられ、柔らかく肉厚な舌で口蓋をくすぐられていく。（は、あ……柊、の、キス……うますぎて）

　頭がグラグラと揺れて、めまいがする。

　好きだという気持ちが溢れて……爪の先が白くなるほどに力をこめて、柊に縋りついた。

「西村……自分で、挿れてみろよ」

　すりっと柊が勃起したソレを俺のモノに押し当てる。彼の上に跨って見つめ合ったまま、モノ同士を絡ませられ、擦られ……女のような甘ったるい嬌きょう声せいをこぼしてしまう。

「ひ、ぁ……あっ、ああ……や、こすったら」

「ねえ、西村だって俺のがほしいだろ？」

「んん……柊の、なんて……っ」

　柊の言いなりになるのが癪しゃくでそう言ってはみたものの、もう痛いほどにモノは張り詰めて、限界ぎりぎりだった。

「……ナカ、ごりごり擦り上げたら、気持ちいいだろうな」

「あ、あ……そ、そんなこと、言うな、ぁ」

　熱っぽい瞳でそう囁かれ、背筋がぞくぞくと震える。触れ合うところすべてが熱くなって、再び発熱してしまったかのようだ。

「ほら、挿れてみろよ」

　もう一度柊に促されて、ようやく腰を持ち上げる。

「……っ」

　足を大きく開いて、柊の身体にしがみつくように距離を詰める。そして手で柊のモノを掴んで、ゆっくり窄まりに先端をくっつけて……。

「んんっ、んぅ……く……っ」

　身体に襲いかかる、ものすごい圧迫感。

　だが、いままでとは違ってほとんど痛みはない。ただ、鈍い怠さだけは残っているが。

「やっぱり、さっきよりは……スムーズだな」

　柊に頷いて、ゆっくりゆっくり腰を落としていく。

　少しずつ俺のナカに飲み込まれていく肉棒の感触があまりにリアルで、目をぎゅっときつく瞑って凄まじい快楽に堪える。

「っはあ、ぁ……ひいら、ぎ、これで……もう、ぜんぶ？」

「ま、だ……っ！」

「ひああっ!?」

　ずんっと勢いよく下から突き上げられて、悲鳴をあげる。

「あっ、やら、うごいちゃっ、あ……っ!?」

　そのまま、我慢の限界だとでも言うかのように柊が激しく挿抜を繰り返す。途端に、ほころんでいた菊門から先程ナカで吐き出された白濁がいやらしく溢れ出してきた。
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「ひっ、ぁ……あっ！」

　柊の首に腕を回し、縋るようにして、ただただ喘ぎ続ける。

　やがてくる時を一緒に迎えたいと思いながら、下腹部にぐっと力を込めた。

「……くっ、そんな、締めるな」

「だって、俺……もうっ、いっちゃ、いそ、だから！」

　ぱちゅん、ぱちゅんと濡れた音が部屋に響く。その淫らな水音が自分の身体から響いているのだと思うと、どうしようもないほどに興奮した。

「ひいら、ぎ……もっ、いっしょに！」

　ねだるように腰を揺すると、柊が眉間に皺を寄せる。その何かに耐えるような表情はとても艶めいていて、美しい。

「はあ……あっ、ひいら、ぎぃ」

「真聖」

「えっ」

「真聖って、呼んで……」

　じっと見つめられて、どうしようもないほどの愛おしさがこみ上げてくる。彼の身体に縋りついて、何度も、何度も、柊の望みどおりに名前を呼んだ。

「まさ、たかっ！　まさたかぁ……っ、あ、ああっ！」

「侑李、もうっ」

「んっ、んん、俺も……っ」

　柊の手が張りつめた俺のモノに伸びて、上下にしごかれる。途端にビリビリと電流のような激しい快楽が背筋に走り、気づけば大きく身体をのけぞらせていた。

「あっ、ああ……やっ、い、くっ！」

　柊の指が先端を引っ掻いた瞬間――どぷっと勢いよく欲望が爆ぜた。

「……っ!!」

　それと同時に、身体の中心で柊の熱も弾けて……。

「う、うあっ……あつ、い……っ」

　きつく柊の身体に腕を回して、脱力する。

　快楽の余韻でぐらつく身体を柊にもたれさせながら、ゆっくりと目を閉じた――。






　　　＊






　……ふっと息を漏らして、天井を見上げる。

　俺の部屋と同じ、なんてことはないクリーム色のただの天井に、丸型のライトがつけられている。なのに、ここが柊の部屋だと思うだけで、自室とはまるで違って見えるのだから、恋とはすごいものだ。

「……何見てんの」

「天井」

　柊と並んでベッドに寝転がり、手を掲げてみる。

（もう、大丈夫）

　何度も抱かれて、口付けられて、自分の気持ちははっきりわかった。熱から冷めても、自分は柊のことが好きなのだと認めることができている。

　だから、もう大丈夫。フラれたって、いい思い出だと思える。

（柊が、何を考えて俺とシたのかだけは、よくわかんないけど）

　すぅっと息を吸い込んで、細く長く吐き出していく。

　そして、もう一度肺いっぱいに酸素を吸い込んでから、隣で目を閉じていた柊に声をかけた。

「あのさ……」

「ん？」

「ありがと」

　俺のことばに、目を開いた柊が不思議そうにまばたきをする。そんな柊に、俺は苦笑いを浮かべた。

「俺、悔しいけどあんたのことが好きだよ。認めんの、嫌だったけど、ずっと憧れて……ずっと、ずっとあんたを追っかけてたんだよ。……ライバル会社で、同期だったはずなのにどんどん出世してって、あんたが参加するコンペでは絶対に負けて……ってまあ、単純に俺の実力不足なのかもしんないけど。カオもいいのに……性格もいい、って噂で聞いて、男としても負けた気がして……ああ、俺何が言いたいんだっけ……」

　一つ、一つ、ことばを繋げて思いを紡ぐ。

　……でも、結論は言いたくないんだ。だから、まるでことば遊びみたいに逃げ出して。本当に格好悪い。

「俺さ、それでも……さすがに、浮気相手とかになるのは嫌なんだよな。あんたのことが、好きだから……だからこそ」

「……は？」

「……だから、あんたがどう思って、抱いたのかとかわかんないけど」

「ちょっと、待て」

　話しているうちに、じわりと視界が滲んでいく。鼻の奥がつんと痛くなり、思わず歯を食いしばって、上を向いた。

「ま、待たない……っ！　だから、だから……もうこれで、おしまいにしようって」

「……いいから、落ち着け。って、泣くなよ。鼻水垂れてるし」

「うえっ、え……ずびっ」

　はあっとため息を吐いた柊が、大きな手で俺の頭をこねくり回す。その手つきはあまりに優しくて、これから捨てられるのに……なんて――。

「あのさ、なんで西村が浮気相手になるんだ？」

「え？　だって、あんた彼女いる……」

「は？」

「え？」

「俺は、生粋のゲイなんだけど」

「……じゃ、じゃあ、彼氏と電話、してた？　あの夜さっ！」

　一瞬、柊が動きを止めて首を傾ける。そして、しばらく黙り込んだ後、あっと声を漏らした。

「姉貴、じゃないか？」

「へ？　でもだって、好きだとか、次の連休に、だとか！」

「実家の犬の話、だと思う。もとは俺が世話をしていた犬なんだけど、もう高齢だから、姉貴が介護してる。……で、犬の好物は鳥のささみだって……何、西村、誤解してたの？」

「……なんだよ、それ」

　脱力した俺を見て、心底楽しそうに柊がケラケラと笑う。

　ああ、こんな笑い方も今まで見たことがなかった。こんな風にも、笑えるのか……なんて、ほっとしたら一気に涙腺が緩んでいく。

「……っ？　西村？」

　腕を伸ばして、ぎゅっと柊に絡みつく。

「何？　ってことはあんたはいま、フリーなの？」

「そうなるな」

　柊の返事を聞いてから、ぐっと伸び上がって額と額をくっつけた。こうしたら、まともに顔を見られずに済むだろう。

　もう、頬は真っ赤に火照り、心臓は暴れまわり、大惨事だ。

「じゃ……じゃあ、もう俺でいいよな？　もう、いいって言えよ。バカ」

「ふふっ、なんだよ。バカって」

「責任とれ、バカ」

　そうまくしたてて、ちらっと柊を盗み見る。

「……っ」

　すると、柊は初めて見る、柔らかく、穏やかな笑みを浮かべていて……。

「考えとく」

「!?　この流れで、それっ!?」

　ばっと起き上がって、柊に抗議する。すると、柊は心底楽しそうにあの嫌な笑みをたたえて大きく頷いた。

「ああ、考えといてやるよ」

　……こいつが、王子だなんてありえない。

　いまの俺には悪魔だとしか、思えない。

「あーもー……ぜってえ、オトしてやる。見てろよ」

「ははっ、頑張れよ。童貞」

「ど、童貞ちゃうわ！　いや、もう本当に童貞じゃねーし……ん？　あれ？」

「童貞だな。処女ではないけど……ふふっ」

「うああああ!!!」

　至極楽しそうに笑う王子改め、悪魔を前に俺はただただ絶叫するのだった。
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「ありがとうございました！　本当に、ありがとうございます！」

　何度目かの礼を言いながら、俺はオフィスを後にする。

　長い、長い廊下を歩きながら、もう俺は今にもスキップしてしまいそうだった。だが、それも仕方がないだろう。だって、俺はやっとあの三星の王子に土をつけてやったのだから。

「おめでとう、西村」

「おうっ！　前沢も、本当にありがとうな」

　笑顔で俺が声をかけると、前沢は一瞬淋しげな表情を浮かべた。だが、それはすぐに掻き消えて、いつもどおりの屈託のない笑みに変わる。

　あの翌日。俺は前沢を呼び出してきちんと思いを伝えた。好きな奴がいるから、思いには答えられないのだと。それは、前沢が男だからとかそういう理由じゃなくて、もっとシンプルでどうしようもない理由なのだ、と。

「本当に、頑張ってたもんな！　すごいよ、西村は」

「ふふんっ、さぞかし柊も悔しいだろうな」

　俺がそう言って胸を反らすと、前沢がふっと歩く速度を下げた。

「あのさ、ずっと気になってたんだけど西村の好きな奴って……柊、だよな」

「……うえっ!?」

　思わず、声が裏返ってしまう。これでは、肯定しているようなものだろう。

「あ、あ……いや、そんなぁ……」

「いや、実はさ……柊がゲイだって、俺、知ってたんだよな」

「え？」

　足を止めると、前沢がそっと俺の背を押して歩くように促してきた。

「俺の行きつけのゲイバーによく似た男がいて、まさかとは思ってたんだよな。でも、やっぱりそのまさかだったみたいで。この間、話しかけられたんだよ」

　前沢は少し顔をうつむかせたまま、ぽつりぽつりと漏らしていく。

　エレベーターホールまで辿りついた俺たちは、ボタンを押すことはせず、ただその場に立っていた。

「なんて？」

「西村に手を出すなって、はっきり言われた」

　顔を上げた前沢がははっと笑ってみせる。

「俺のほうが先に西村を好きになったと思うんだけどなぁ」

　そう付け足して、前沢はぐっと大きく伸び上がった。それから吹っ切れたような明るい表情を浮かべ、俺の頭をわしゃっと撫で付ける。

「あれは相当厄介なタイプの男だな。頑張れよ!?　西村！」

「う、わあ……！　ちょっ、髪がぐちゃぐちゃになるだろ!?」

「ははっ、それくらいは迷惑料だと思って我慢しやがれ！　ほら、凱がい旋せん帰社だ！　今日は部長の奢りで飲みに行くぞ！」

　笑った前沢に、心の中で礼を言う。

　これから、何もなかったような顔で前沢は〝同僚〟をやっていってくれるのだろう。そう思うと、本当にありがたかった。

　同僚として、友人として、気のいい大事な奴だから。

「おうっ！　今日は、めいっぱい飲む！」

　前沢に満面の笑みを見せて、俺はそっとエレベーターの昇降ボタンを押した。
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「というわけで、侑李くんの大勝利を祝って今日はお肉よー！　肉祭り！　肉フェスティボウッ！」

「いえーい、肉肉、にくー！」

「おお……すき焼き、久しぶりだな」

「ね。なかなか外では食べないもんね」

　週末、夏生が主導でご飯会を開いてくれた、そこには鳥飼も、矢澤も基山も、もちろん、柊の姿もあった。

「……なあ、敗者もここにいるのにこうやって祝うのってどうなんだよ」

「シャラーップ！　アンタはいいの！　人生だいたい、勝ちまくってる嫌な奴なんだから！」

「なんだそれ」

「拗ね柊、略してスネラギは無視をして、侑李くん！　ほら、乾杯！　乾杯しましょー！　おビールよ、おビール！　しかも、今日新しい入居者の問い合わせもあったしぃ、最高に幸せ！　侑李くんは幸せの青い鳥よ！」

「ははっ、あざっす！　じゃあ、みなさん今日は本当にありがとうございます！　おかげさまで、〝打倒柊〟を達成できました！　なんか、諸々ご心配おかけして申し訳なかったっす……！」

　面々に視線を向けると、いろいろなことを思い出してしまう。

　柊と距離を詰めるきっかけをくれた鳥飼に、迷った時に話を聞いてくれた矢澤と基山、いつも温かく見守ってくれた夏生。……それから、柊について。

　一度目を閉じて、ビールの缶を握り直す。本当に、大塚荘に越してきてよかった。大厄だと思ったことは、今となってはすべて福だったのだ。

　そして、ビール缶を高々と掲げ……。

「かんぱーいっ！」
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「……ふっふっふ。それで、おめでとうはないわけ？　柊ぃ」

「あーはいはい。っていうか、酒くせぇ」

　夜遅くまで続いた酒宴の後、柊が泥酔した俺を部屋までずるずると引きずっていく。

　パチッと電気をつけるなり、俺の身体を無造作にベッドへと放り投げた。

「うわあっ!?」

「ったく、世話を妬かせるな。酒を覚えたての学生か」

　深くため息を吐いた柊に、つまらない気持ちになり唇を尖らせる。

　だが……。

（あ、そうか。こいつ負けたから機嫌悪いんだな？）

「ふっふっふ、うい奴よのう！　ほら、こっち来い！」

「あ、おい！　待てよっ」

　柊の足を掴んで、そのまま自分の上に引き倒す。

　じっと上目に見つめ、ドヤ顔を決めてやった。

「俺のこと、褒めてくれていいんだぜ？　この悪魔王子に土をつけたんだからな！」

　ふんすっと鼻息荒くそう言うと、柊は一瞬嫌な湿度を孕んだ瞳を向けてきた。だが、それは悪戯に細められていく。あれ……？　なんで、こいつこんな嫌な顔を……？

「すごいすごーい。これからは悠久堂のダメ犬くんの時代だな。……ま、でもそのダメ犬は私生活では好きな男一人、落とせてないポンコツなわけだけどな？」

「なっ、なああっ!?　お、お前、それはっ！」

「あれ？　なんか、目に涙溜めてないか？　さっきまでのドヤ顔はいったいどうしたんだ？　んん？」

　くくっと喉で笑って、柊が俺の頬に手を当てて覗き込んでくる。

　奴の目に映る俺は顔を真っ赤に染めて、悔しそうに震えている。ああ、どうしてうまく立ち回れないんだ。ちくしょうめ。

「くそっ、負け惜しみだな!?　負け惜しみなんだろ!?」

「ははっ、負け惜しみ？　いやいや、素直にすごいと思っているよ。ダメ犬くん？」

　柊と二人の時間を過ごすようになって、わかったことはいくつもある。そのうちの一つが、柊はかなりの負けず嫌いであること、だ。

（ぐぐぐ、いい性格してやがる）

　唇を噛んで睨みつけていると、不意に柊が真顔に戻った。

「……なあ、西村ってそもそもなんでここに越してきたんだ？」

「え？　言わなかったっけ。アパートの大家が建て替えるから、すぐに出てってくれないかって言われて……」

「ああ、ここ即入居可だからな」

「ん、まあそう。だから選んだんだけど……？　いきなりなんだよ」

　俺が首をかしげると、柊は何かを考え込むように目線を下げた。

「……なあ、柊はどうしてここに住んでるんだ？」

「え……？　俺は……」

　踏み込みすぎただろうか。そう一瞬躊躇してしまうが、俺はこれから柊と恋人として付き合っていきたいのだ。なら、いつかは抱えている何かも、すべて受け止めてあげたいと思う、のだ。

「……俺の親と、夏生の親は昔からの知り合いなんだ。だから、大学に入って上京するときにお目付け役がいたほうがいいってことで、ここに」

「へえ」

　思ったよりも、とても普通な理由だったことにほっと胸を撫で下ろす。

「まあ、でも……もうお目付け役がどうのって、歳でもないな。……親に従う歳でも、親の期待に答えなくてはと気負う歳でも……」

「ん？」

「なんでもない」

　こんなにそばにいるのに、掻き消えてしまうほど小さな声。それに思わず首をかしげるが、言い直すつもりはないのか柊はそのまま声の調子を変えた。

「ふっ、俺が出ていったら西村はさぞかし寂しいだろうな」

「えっ!?　何、出てくの!?」

「まだ出ていく、とは言ってない」

「あ、そ、そっか。もしもの話か」

「でも、出ていかないとも言ってないけどな」

「え!?」

　おちょくるようなことば遊びに、一喜一憂してしまう自分が情けなくて悔しい。

「ま、出ていく時は一緒に連れて行ってやってもいいよ」

「な、なんだよ、それっ！」

　ははっと楽しげに笑う柊に、酒も入っているせいか一気に頭に血が上っていく。

「覚えてろよ!?」

「いや、明日には忘れるな」

「ああ、もうっ」

「……ふっ、ムカついても俺のことが好きなんだろう？　だったら、惚れた弱みで諦めろ」

　長い指先が俺の頬を伝い、そのままくすぐるようにつつかれた。まるで子ども扱いだ。

　だが、俺は絶対に柊に屈したりはしないのだ。

　いまはまだ、立場が弱くとも、いつかは……絶対――。

「俺のことが好きだって、言わせてやるからなっ！」

「ははっ、じゃあせいぜい楽しみにしているよ」

「……ん……っ」

　重ね合わされた唇は甘く、柔らかい。

　――憧れていた男を手に入れる日は、存外、そう遠くはないのかもしれない。
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